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弘正霧の襲来する却111央地方の波状I1ヨないし段 'í:状の広い丹江盟rは主るととろ樹林にた沿われ， ls

や午が林JnH亡放牧されている。とれらの樹林はグケカンパを主とする二次林， ミズナラを主と

する二次;J'~，ヤチハンノキまたはケヤマハンノキを主とする二次林，ゐよびとれらの i品交林に

大))1) され， JI~部(i句にはミズナラ・ダケカンパの老令天然林が介在して !ljf始の市15診を似ぱしめ

る。しかし相栽林の比較的少ないのは開拓後日が浅いのと海蒜地帯の産業が家者の放牧経営が

主休で p 匙林への)~慾も乏ししかっ ζ鉱業がJ反わないので，一粒良家l乃木村乃了:~~!~や-I1j l1r)} に

対ーする関心も fj!iかったためであろう。海子長地，目?にも JJj部(1'，j には熱'L.、な農家の布r(えた尾1財本や主1j:

I也防風林をみるととができ，また先覚 Jfの杭えた人工林としては川j当引の十条製紙社有林があ

げられp また|功持の幹線をなす国有1;右風林や鉄泣防3林のなかには IJ({手11初年から 7 ・ 8 /'1三ごろ

にわたって航えたカラマツ・トドマツの十1[[栽材効fあり p とれらは ~f記号土w:.Wの人工;f*がいかなる

成長を辿るかを示唆している。?海ι仇与涙努引t地也司帯Fは 1吹i主:

当り 2却O~4甜Oha の広さのものが多いのでで、 P 出i現地は縦横に防議;f*V'コ JI[をめぐらし， {Iぜi~;'r.:I:也や北

[i'îÎなどは人工林・坊決官lî材、ないし放牧地を1たねたilt牧林とし，るわせて防孫機能を発却させる

なと、農・斉・林の融不11 した一環経営が泊当と，Uわれる。

防'易機能という点からみれば二火林の構成も千川町内に複雑とな0て，とれを: i!lリ制学的に解析

するため林分をプロットに分けて立木!JEの変移'11]: を検するとともに森林の高さや:廷の陥iT1'fから

防霧指数の推定を試みた。つぎに海霧地帯のカパ休とヤチハンノキ林の実態を調査して牧穫予

想去を算IH し，一方カラマツ・トドマツ植栽林の成績を調杢して，これの収穫予!Jl去を算定し

て，植生野lの冷illp 多i巴 日射不足な海霧地帯の林業の経営価値と土地利用区分の資料とし

Tこ。

本調査にあたり御指導をいただいた林支場長・三島経営部長・原 [Ti 博士 p 調査を共にした篠

原久夫ならびに釧路試験地p 毛利・高橋・佐々木・川崎の諸君に深謝の意を去する。

*林業試験場札幌支場経営部長



-229 ー(松井)海霧地滑の森林の実態とその構成と成長について

また現地でイitjJ授11)) いただいた厚)4~林務者・1Ð1/ft各鉄道防2寺本{系・匁|防・ 4民主主営林苛・ 1;;:"/ '村役

場・ならびに所すj-;f';各位に謁J立を夫する。

広葉樹二次林の構成調査~ 1. 

iVM査地点は林業JIJi:が霧の観ì[!ljを行った{(In十!の国有防風林で海岸から 4km ~JIUL ， ほ I:nr紘

地形は起伏に-'1'-行 l亡農耕地を絞って，市東~北西の方向に{立する帆 100m の防風林である。

とのヰ木!土グケカンパ.ミズナラ・

ヤチダモを主とする約 45 'r l'-生の二次林である。株分の構成を観ìlllj点を'/'.L:、に ， /di 84m づ

っ 1.68ha の/1川1Uこついて実態を介析;凋査した。

がきわめて綬やかで，高凶 i 80m の千担tcjlJ:い丘陵である。
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太田村の国有防風林の林況第 1 表

ヤ

計の
カ

31 

3 

3 

1

3

3

4

2

 

6

2

2

 

一
1
3
9
7
5
6
3
8
3
9
4
8
3
7
3
2
3
2
2

ψ
F
ケ
カ
ン
パ
一

l
l

一
単
材
積

3 

ナ

ノ

キ
一4
8
5
3

l 

フ

ズ了

十

7 

4

3

3

3

4

4

 

6

1

3

2

8

0

2

8

7

7

4

2

2

2

l

 

内
、υ
4

ノ
}
1
i
1
i
1
A

チ

31" 

2

1

7

2

7

a

4

6

7

5

8

4

6

 

モ
←
1
4
2
l
l

(m) (m') 

3.5 I 0 仰 1
4.8 I 0.0044 

l70100lll 

8.7 ! 0.0225 

I 10.0 i 0.03叩
I 11.0 I 0.06∞ 
11.7 0.0868 

l 12310 1180 
12.810.1545 

13.3 I 0.1964 

13.6 ' 0.2434 

13.9 ' 0.2947 

14.2 ' 0.351 守

(1440 叩
14.61 0 必07

', 14.8 0.5496 

14.9 0.6304 

15.1 0.7118 

15.2 0.7986 

軍当「
日1

2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
8
ο
2
4
6
8
 

1
1
1
1
1
A
2
2
2
2
?
}
q
u

勺
υ
q
u
q
u
q
u

要主司

(標準地面積=0.56 ha) 
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霧や!風にたいする森林の機能は1.65 ha の森林は全地域の作木訓杢を必要としたがpとの

林祉・の疎~十n1t~ 樹高の r::J1止とその偏差などによって異なしすなわち瓜に対する撹乱・摩~f ・

抵抗・援の吸収・泌過などは森林の組雑なわい主と閲辿してくるのでp 従来の林立ミfl'']な簡単な全

5m 幅のベルトを 15したがって F林臼木はかかる観点ではるまり主要で、ないようにJιえた。

mlilJf:日に 2支店しp 会対決区域から 1/3 の h'r j杭w介で等II\J隔に帝都iL状に告別住地を;泣Æし，采~林

とれをとプロット =5x10m=50m、に区内のユi:木皮の変異性とその配世・組合せを知る 11 (1'']で p

との集計せる林況はみíD 炎 lこ示される。プロットごと 1c1:正木を ;1JM杢した。

プロットの大きさ

分して P

112 コとなる。5x10 ニ 50m~ のプロットに区;!tUすればpを5m 11I日の帯状訓査区 0.56 ha 

5x50口1

250 江戸

間{.周|個個
数|数 1 数 i 数

また 5x 30 = 150m" 

プロヅトの形・大きさ・数と誤差

Plot の形 15X 1叫 5X20ml 5x30m 5x40m 

Plot の大さ!山2 1 1∞ mニ| l山2 200 m2 

材 積!個個|個 i 個 l 個;個 (lIil! (周個 1回(個!
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同様に 5x20=100m2 のプロットが 56 コが同一両政のうえに区i!刊でき，
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第 2 表

i\é.化係数
(%) 

平均値

平 I (凶)

標準偏差
(m3) 

標準偏差 (m3)

愛イヒ係数(%)

(%) 

均

誤差率
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のプロットが 38 コ， 5x40=200mコが 28 コ， 5 x 50 = 250 m2 のが 22 コ区却される。各場

合の.Lf均flft .椋ìWf日差・変化系数. i!!ll定謀差はU~2 去のゴとくである。

広葉粒J二次林は局部的i亡立木の疎終度が大で 50m~ のプロットでは 1 ha 当換算蓄積が

0~270m3 にわたしその標準偏差は 71. 1 m九変化係数が 70.2% となっている。すなわち

林冠の凹{llが大で，風の撹乱や霧の吹き込みゃすい排出となっている。

同一面的の椋準地を抽出する場合に p プロットの岡tltiJ~大きいとそれだけいろいろの林相が

包合p 平均されて林分の変化系数は小となるが，一方，調査11司休数が少なくなり p 抽出の設差

がはいるので p 前1"1の落石のような立木'lf，'度がrl:) < ，品部的ifJR街l度の少ない針英治J林ではむし

ろノj、さいプロットが過当で，プロットが大きくなると調査かl数が減歩るので誤差を -ij科学いが

ちになる。しかし，広葉樹二次林のように疎街12Eの大な林では 5x10m の小プロットでは蓄

積の偏差が著しいので p 訓杢111.1数が少ないときは誤差が大となるが，調査{同数が多いときは材

秘の誤差率は割合に少ない。しかし，プロットの合計面積がI ， ;J-であれば， 1fﾇ 2 去のごとし

プロットの大きさによる測定誤差はほとんど大差がなし 0.9 の信頼確率で 9% 内外となる。

したがって， iJlll定に妥する労力・時Ii日・経質などを考えればp かかる林分にたいするプロット

の大きさは 5x40=200m" くらいとし，その11r. j数を減じた方が能率的でないかと思う。

ii) 一般椋準地石川査に必けるîJ!ll定説会の僻率

一般に広葉樹二次林のような径済価似の低い林の存汗fIの調査には多数の標準地を，しかも全

第 3表立木疎密度の逮続性

平均値に対する過不足の連続性 | ー
ベルト番号 一 一 「 l 引

-70m -40m -30m 1 -20~ ↓20m I 十 30m ' +40m! m 

1 - 2 一一 100 

2 1 ー 3 一一 100 

3 一一 1 3 1 1 100 

4 1 3 1∞ 

5 ー l 一一 10 110 

6 1 4 1 一一 100 

7 12  一一 1 110 

8 1 4 一一 100

9 1 7 ー l ー l∞

10 5 1 ー 100

11 - 4  2 100 

計 2 1 5 47 5 I 2 62 

延長 (m) 1 -140 ーω -150 I 5ω +150 I +80 1120 

歩合(%) ! 12.5 3.6 13.4: 札o 13.4 7.1 1∞ 

| 十，ー は平均蓄積に文付る過不足を示し，

摘 要 l 例十30 は過大な苛l分が 30m つづくととを示している。

! 個数 1 ・・・・ 3 は 5x 10m のプロットの数とする。
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林の -~fl似、上設定するととは同維でp 調査者一の経験から fjìWJで""1王1:6) となる楳準地を 2~3 問所

設ける程度である。との場合計'，J杢右i-の経験にもとづく秘ijf，地主~Ã:の確率については実験によら

なければならないが，少なくとも tfY 2 去から極端に }(lトのある 1ha 当り換算蓄JR 50m3 以下

と 150m" 以上のものから棋i\fS地をとるととはないのl:' , これを除いたプロット 54 コから

士10% の誤差の範聞で設定できる椋準地 (90~110 m3 ) は 27 コで， 0.5 の信頼確率となる。

との確率は測定手千の経験によって増大できる。

また第 3 表のごとく林分の疎続度の変異系数の)(なる広葉樹二次林で、はとれら疎V!r.: ~立が波状

71ラの主li続であれば、 5x50m=250 m2 の延長大なるプロットのなかには疎と密とが共にふくま

れるが) ID{!な箇所または件?な mi丹(j'が続いて{同定する場合もある。すなわち， 5x50m のなかに

は必十疎・中・密が出交してあらわれる部分p すなわち p 私叫f;地としての材積訣若の少ない林

介が全林分の 50% であり，また 5x30m 以上平均配[より少ない蓄耐の続〈プロットが 29.5

%で， 5x30m 以上過大な諮ら1[0'コ続くプロットが 20.5% となっている。

以上からみて p きわめて・経験の乏しいものでも前IJijlíーから信頼度 0.5 で、材宅ff読書率が士10

%の範囲に椋準ー地を選定するととができるといえよう。とれは経験をつんだ技術者たら 0.8 以

上のお-頼確率とするととが不易であろう。

摘要

i) 防霧機能という点カ込ら^然生広葉樹二次林の*I\\;J戊を訓査するに Nij部(1'0 r乞立木陳情!立が異

な i人林冠i亡凹凸がみられ， 5x10=50m2 のプロットでは 1ha 当換算蓄積が 101 m3 で，そ

の標準偏差が 71m'l，変化系数が 70% となっている。

ii) この林分調査の椋qß地の大きさや7f-þについては， 5x40=200m2 が能率と説?をとからみ

て泊当と思われる。

iii) との林にたいしては経験の浅い者でも 0.5 の貯煩僻率でp 士 10% の誤差の範Î.ÍNの iV，'J

査は容易で・あろう。
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第 1 図 A 大田村国有防風林縦断面図 A

5 x 100=500 m2 
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第 1 図 B 大田村国有防風林縦断面図 B

5 x 100=500 m2 
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第 1 図 C 大田村国有防風林縦断面図 C

5 x 100=500 m2 

~ 2. 森林の防霧指数
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森林の防J!ll~・防霧機能は林分自が高いほど大で， ，農作物にたいする森林の防風説l洪は普通林

分自の x 佑として示されている。森林に吹きつける風は林冠によって撹乱・摩擦・吸牧される

が，森林の椛浩はきわめて有機的に複雑で、あるから防風・防議の機能もまた簡単に示されな

い。森林のお1525 としては風の吹き込みp 霧の落ち込む疎開部や林冠の凹 {t，やまた各樹の風を携

古Lする校条，:mなどの間続や弾性などから綜合的に考えられる。

前記太川村の 45 年生二三た林について防霧指数をみるに，林分の疎街!立は前首1の苦肢の標準

偏差や変化系数から君主知できる。 日乍年森林の機能を解析して防諜指数とせる私案を、l;fZ告した

がp あまり仮定的な感がするので，今回の防霧林については主として葉山Îf1(の合~-l と上!否林冠

の平均高ど，tù記の林分の蓄誌の変化系数とをもって防風，防霧の指数を示すととにした。

1) 林分の高さ

林分のi苛さは第 4去のように主林木(胸高直径 5cm 以上)の樹高の算手苛千:ltJと標準偏差と

変化系数とで示す方法と樹高曲線で示す方法と中央林分高による方法とつぎのように上菅林冠

の高さで示す方法がある。すなわち，主林木の胸高円面積を合計しp つぎにとれを 3 等分し，

その大なる方の 1/3 から千均林分戸 h 皇旦を間I しp それから 2mを差引いたものを 3U-~'<i...-Jr--i-l i 

ーョ( h-2 ¥ 
等分し，したがって上菅林m;は hmax-h 炉と h一( H <) "' )唐ムを加えたものとなに比較

w ~ •• ¥ 3 ! '''' ~ 
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第 4 茨 調査林分の樹高

l 高さの平均 10.71 m士0.096 (胸高直径 5cm 以上の主林木)

樹高の算術平均 | 高さの標準偏差 2.89m土 0.068

| 高さの~化係数 26.98% 士 0.68

中央林分高 |13.24m

上層林冠の高さ | 範問 10.5~156m 算術平均 12.66m

樹高 曲 線 Hm  1 16J41.3 ({l1L x= 胸高直径 cm)
樹高と胸高直径の相関係数 | 日2士山4

的肢の幅が広くとられy とのほの千均fiJ'(は 1矧ド|三均で示す方法で、ある。防風・防蒜機能と関連

させて森林の J{:J さを示すにはむしろ上11千林冠の千均高とそのほの JIJ~\の純j)はとで、みた方が泊当の

ようである。

2) 誕の国f 杭

森林の葉の阿杭を算定するためどJ整な生育状態のほぼr!'火径l乙近い椋ìí~木を選んで、 6 本を樹

幹1wt析ーしp 校条・葉の量を調査した。風や霧の吹きあたる部分として葉の表面杭がもっとも大

きな他になるが，中jYや粒の表而干1'iはノj、なるばかりでなく:民の内部に位しp 防風・防霧の機能も

少友いので，今川はとれらの車11I部;)[11;むを行略した。各林木の葉.は全量ないし 1/3 の量をサンプ

リングして p とれの生)li:量をヂl' 1) ，三えに各部{立の大・"，・ノj、の葉を之F.. 均してtpllI\し p 青写民で

焼いて，とれを切り取って葉lúj:fþ対生'11:量から全'~jfJ i杭を算出した。とれらは第 5 ， 6 去のご

とく 1 ha 当り換算 7.4 ha の ltii杭となり p さらにこの葉の林冠の各ほにゐける分布は第 5 去に

示され，高さ 8~9m あたりで、はJ-: ・ '1' ・下の弁1Ftの;誌の1mWiJ~，}M;\ Iーされるので葉両肢が故も

大となっている。 と iれLを三品.石川両l氏Eのとの林で観古以川測!I別11百さ iれLた森林のI風到乱11に乙たいする抵抗系数と

上比七較すれは

蒋石のE釘l葉位樹J と i出品交する ε臼5 年生内夕外トの広:葉足位樹I材林、分.よりは葉乃r陥而ri.Jも杭江子古!f iJカが:迩カか込 lに亡多〈なつている o

第 5 表太岡村の広葉樹の枝葉景

キ
一

ノ
-Y

一
J
J
A
J
ω
J
5

・
J
J
m
H

一

4
晶
つ

4
4
A

バ
U
1
1
0
J
1

‘
っ

L
r
o

ノ
一

1
i
1
i

・

4
ふ

q
υ
1
i
1

・

マ
一
。

ヤ
一

←
ケ
一

一
キ
一1
3
9
3
5
3
0
9
1
3

一
ノ
一
5
.
乙
ム

5・

ω
5
.
0
h
9
.
2

・

7

一
ト
一

l
l
-
q
u
3
l

-
F
J

一
円

U

一
シ
一

一
リ
一

B
7
2
9
7
2
5
B
4
7

一
よ
ー
一

-
-
-
-
Q
J

・
・
・
・

n
む

一
A
d

一

4
3
7
4
3
0
6
6
0
7

一
}
一

1
1

・

4
3
1
i

一
1

十

O

一
/
一

6
9
6
0
0
7
9
9
8
7

一
、

w

一

-
-
-
-
R
U
-
-
-

・
内
ノ
臼

一
り
一

7
3
5
4
1
1
0
0
2
7
1
i

-
利
一ll

仏
6
2
1

一
F

一
ラ
一
6
B
3
1
6
2
5
7
1
1

』
一
・
・
・
・

4

・
・
・
・

1

一
つ
一

5
2
4
5
1
i
9
6
1

‘

3
1

一
、
正
一

l
l

・

3
2
1
1

一
-
ノ
一
円

U

一
ぞ
一
3
7
3
6
9
9
3
2
5
5

一

Z

一
・
・
・
・

0

・
・
・
・

5

一
』
一

5
2
4
6
1
8
7
1
6
1

一

'
r

一

T
A
-
-
r
o
q
以
内
ノ
日

一
一
一4

一
円

U

一
ヤ

一
畑
、
同
何
加
凶
m
m
h判
計
回

一
一
国
一
(

一
一
単

一
一
径
高
高
径
積
率
率
量
積

一
レ

U
F
d

陣
。
一

上

4
4
3
2

一
直
の
川
重
面

一
下
冠
材
幹

υ

り

樹
一
高
対
同
の
じ
の

←
業
お

一
胸
樹
枝
樹
幹
枝
葉
葉
葉
奨



海霧地帯の森休の実態とその構成と成長について (筏井) -235 ー

第 6 表太田村防霧保安林の高さ階別葉の面積

樹 校 τ直径日『司会旬・ 単木の樹喜後
本 樹冠 有匝盟占I比の事

校

樹高績
奨樹 奨

下 下 甑の積対径iのu 

の

高 高 国積 1日主1ー 総面積
(m) (m) (cm) (m2) 数 I (m2) (9;;') ! (m) (m2) (m2) 

30.4 I 6.0~6.9 2536 14.5 6.5 i 29.4 48.8 52 1 2536 5.5 13948 

13.0 5.9 I 21.5 29.3 55 ' 1612 19.3 

12.0 5.5 17. I 21.1 74 1558 18.7 

11.0 5.2 13.2 15.4 53 818 9.8|5.0~5.9|3938 5.2 20738 

10.0 4.8 9.2 10.4 37 385 4.4 

9.0 4.5 1 8.6 18 156 1.9 

8.0 4.2 7.5 8.0 23 184 フフ 4.0~4.9 725 4.9 3553 

7.0 3.8 I 6.0 6.4 51 328 3.9 I 

6.0 3.4 5.0 5.5 42 232 2.8 3.0~3.9 ' 560 4 ‘ 6 2576 

5.0 I 2.9 4.0 4.6 71 326 3.9 

4.0 i 2.4 I 3.0 3.8 62 237 2.8 I 2.4~2.9 563 4.2 2363 

計- 538 8372 43178 

ha 当 9607 14950 77104 

とれは孫子iのは出作から 600m 雌~L ， 直接 i~司!風に llJÎずる第ーがiiの|功議林併の樹なので ， J!R1. 

伺・海惑のため佑tif':îがl1.í; < ，生育不良に加え

てトドマツの側方の強い庇l法などを2けて位

下も向くれIjh上っているためで、あろう。

とれを落石よ也}jのアカヱゾマツ~コヨウラ

クツツヂ群落の一斉林分と比校するに，霧や

風が強く吹きあたるアカエゾマツ林では木川

村の広葉樹林に比し℃成ー長が不良で，樹高も

{氏い老令の林であるため， 葉の合計百'IÎ肢は

13.5 ha となっ℃いる。とれは広某:樹林と異

なってïßの 1l;lf[1ÍÎが Pl いので、廷の全支I白iWがilliJ

おj

五 B

業"泊;tI! {偶》-100 :::00 刑制咽 liOO ∞ 900 

凪に対する侠紋系歓

。 0"

凡例点線が風の抵抗系数

第 2 図 林冠における奨の面積と
風の抵抗系数との関係

られている。また海岸に近し寸前棋のアカエゾマツは前九三の 66% の葉同ih't で， 'rJfj記の落石の広

葉樹林は葉の哀も巧店:にいれればこれと大差のない状態にある。

落石の海岸から1.2km で p 前方に 250m 内外の枝J林帯のある場合のトドマツ壮令林の葉

商読は第8 去のごとくであるω すなわち J.(川村と林介高の大差のないとの立地ではトドマツの

ような主慌樹の葉両積は広葉樹木よりも大である。しかし， トドマツ林でも直接海霧・潮風の

吹き街る前線では樹高も低く，葉も萎縮して葉面積が前者の 62% くらいとなし太田の広葉

樹林(葉哀を合む)より葉両積が少ない。

以上内陸に向うほど林分高が大となり葉の面干i'(が大となって，防風・防霧の機能がー居ったと
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(cm) I 樹 高 (m) 援の函僚 (m2)

12.9 155 

12.8 

13.8 

13.7 

12.3 

12.9 

(単木当楽団鼠)

F重

調査林分の撲の面積

|胸高直径

第 7 表
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ン石落

第 8表単位国債の森林の奨の面積 (1 ha 当り換算)

調査地 太田落石落石落石落石;落石

広葉樹 1 広葉樹アカエ内ツ lアカエデマツ トドマツ| トドマツ

18.7 16.0 23.0 23.0 

1 1. 9 7.4 14.5 12..0 

90.6 59.4 240.3 148.5 

1570 i 悩 866

9.33 20.81 12.86 

均 |l5.7平

1190 

15.7 

1 1. 1 

62.5 

790 

胸高直径 (cm) 15.5 

樹高 (m) 13.0 

葉の総面積 (m2) 107.5 

l 本数 687

1 ha 当

J 奨の総面積 (ha) 7.39 i 4.94 13.50 

J二!母一

なるととはこれらの夫からも出しら ~Lる。

主張の創刊!IJの対裂となったぷ川村の広葉樹二次林の林分戸:jの 'l;ì:f，/:j1/三l~JÚLU土 10.7m ，

6.4 
林冠のヱl叫Jは 12.7 m，樹高 I lIlrJ~1主 H川=16. 4.."ie-~-+ 1. 3 である。

裂:f尚

8~9m の辺が，上・との二JC林の 1ha 当 1) :淀川前は 7.4 ha で向さ附別にみれば，

~II ・下の各!訟のこ誌が斜計ーされて;柴山千ùが11止も大である。

林/'¥ カ

カパ林の成立と立土也1) 

生Ilj;f喪服野にカパ林の多いのは，単制な波状形の地形と春の南東の季節風の吹走とから山火の

延焼が容易なため p 往時山大の被害を蒙ってきた問所が多いのと p 他方，原野一円が摩周系統

海霧による植生期の低温な点とから，かかる立地

カパの豊かな結実の頻度と組子の飛散

肥料分に乏しいのと，

に~応するダケカンパの優I与する機会をつくれかっP

の火山友質土壌で P
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伝播性とは特易にかかる山火跡地に侵入土許する機会が与えられたものと店、われる。

今回の;ViJ査はダケカンパを主とする 24~46 1， 1三生の二次林で，同部(I"Jにシラカパ林が介たし

ている c 出霧の ;J2い海岸から 4km 内外の地，貯にはウグイカンパは f王とんどみられないが，海

岸から 10km 以ート~I^J陪の霧の ì，j!j.い地方には多少混じてくる υ また?伝説の濃い沿}手jl1!.l， 'l~のカパ林

はíi\'J:FIí:も単品tで，ケヤマハンノキ・パツコヤナギ・ナナカマドなどの防樹の出交祝!主にすぎな

いが，内任主l乙 1，'1]うに従ってミズナラ・ヒロハノキハダ・イタヤ・シナノキ・ミヤマザクラ・ハ

リギリ・ヤチダ、モなどの午陰防樹の i見交が多くなってくる。林!ぷはミヤコザサを主としている

がp 放牧が:iilil度のため，局令官的にはキンミズヒキ・ノプキ・カラマツソウなどの平本知の多い

がi月~・や，湿ifり地のホザキシモツケなどのiÿii木簡の多いがi丹~.などがある。

到111良原野のカパ林の土壌は林!反植生によって多少異なるととは内川丈夫氏の調査によってIlJJ

らかである。筆tf も七~r~í{t:i:也ごとにこ1:壊I所聞を検したが， j己主のむのの記枕するととを行き，内日1

1\;の分類基準を引川し，概括的傾向をのべれば， ミヤコサ、サ地帯では， H 居が O~2.5cm，黒

色を呈し，似i次で，放牧l也では鉱坑土壌と混合して主去に第 uぽは 8~12cm で， _[二方は :t色

の砂壊土ないし接土，下方は制白色の砂壌ニi: (よu史的新しい火山次府)の場合が多い。第H1î寺

は 11~35 cm の肘で，黒色のやや堅い壌土となり， 以下褐色の壌土となる。以上の土壌はミ

ズナラなどの小陰:tMの混交が多く，欝閉が終となれは、 H 肢が多少厚( 2.5 cm 内外となり，

}X~色で、鉱rf土壌刊と混合し， JJ~'牧となっている。シラカパ・シモツケ・ミヤコサ、サJ凶作の土壌

は泥決~-の ~r:n色の時11![土が下松深くまで続いてたり，カパは根株を rl'心としたまるい隆起の上

に立っているf泊ミらも p かつての低湿地が道路の開設によって排水がよくなったものと忠われ

る。

2) カパ材ょの柿 1え

ーたの林分について調査を行った。

A) ダケカンパ林

i) 日Jj当到国千H*のダケカンパキ本: f伝l~さから 3 km , if!jh'E 20 m , -'I~坦な I[:I(交にある最ヲ 27

年生の二二j(~*で，ケヤマハンノキを作い，材サミはミヤコザ、サ・ノガリヤスが，Ii めている。第 9

去のごとき林分fi，li成で，平均成氏量が 3.2mJ である。

ii) 厚床国有林のグケカンパ林: 海岸から 6km 離れ，高距 15m，根室営林署の古畑

に近い平坦札I~の約 24 年生の二次林で p 林床はミヤコザサが占めている。林分構成は第 9去の

ごとく，千ιj成長量 2.7m3 でるる。

iii) 太ru村固有林のダケカンパ林: 汀掠から 7km，高距 75m の国有防風林中の約 24

"1三生の林で，林床はミヤコザサが，Iiめている。海議や風の影響が比較的少なし成育良好でp

千均成長量 5.Om3 でるる。

iv) 太111村村有林のダケカンパ林: 海岸から 4km，高距 75m の位置にある 46 年生
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| 太田村国有林 | 

積 5∞ m2 275 m2 

令 | 46年. 24 年|

ダ [:  J1: ト印|計

ダケカンバ林第 9 表

別当貨国有林

250 立12 500 m2 
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主iE

のごさえ林である。金地帯の北西岡傾斜地にあるので，風筒りが少なし部 9 'J交の林況を示し宇

i&賜松j を1'1~い p 林床はミヤコザ、サがIli めてゐり p 平均成長量 4.3m3 である ο

第高距 80m ，11お長から llkm ほど内lH~に fiI し，附!必内国有林のグケカンパ林:v) 

10 去のごとき約 26 年生の二弐林で，識の影響は少ない。下居にいろいろのJド陰竿陽樹を混生

し，ヰ木Hミはミヤコザ、サが占めている。

パ林

つぎの林分について調査を行った。

カフシB) 
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第 10 表 やや内珪地帯のカバ林(針1:路国有林立主びに阿鹿内民有林)

面積

年

(m") 

令 i

1000 500 

2 

4 

ι 

8 

10 

12 

14 

16 

18 

計

2 

19 

27 

42 

36 

21 

14 

4 

2 1 

167 98 83 94 

直径 (cm) 8.6 9.9 

樹高 (m) 11.8 9.7 
カバ ー!

l 本数 1670 1660 
1 ha 当|

l 材積 (m'l) 70.2 62.4 

本数 2450 3540 
合計 1 ha 当 l 

材積 (m3) 104.4 95.3 

-
L
q
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z
J
1
i
A

せ

q
U

2

2

1

1

 

30 

シラカバ その他

23 

9 30 

19 12 

19 15 

25 9 

7 3 

4 2 

26 

胸 高直
(cm) 

径 i 〆ケカンバ
1 (含マカバ) その他

平均

i) 太JIi村村有林のシラカパ林: 海岸から 6km 内外，高距 75m の湿潤な樹植土の 28

年生二次林で，林床はミヤコザサにホザ、キシモツケなどの di(-1、;を混じ，第 11 去のごときやや

疎な林分で， 1 ha 当リヱF..J:~J成長量が1.7m' である。

ii) ).(川村民有林のシラカパ林: 泌岸から 5.5km ， 自由二i 75m V)黒色の時中1(1:土の林分

で、 P 林令は 30 I， J三生内外かと，也われ，第 11 表のごとき中115成で，前記より -.~f ホザ、キシモツケ

が優位となってし、る。

iii) 阿幅内Jげf林のシラカパ林: 海岸から 10km 内外，高距 40m ， 1何回耕T白{ないし

稜線にみられるもので，第 10 去のごとき 30 年生の二次林で，林床l土ミヤコサ、サが散生して

3診し 1 ha 当り平均成長量が 3.2m3 である。

C) 樹高山総

カパの繊細な校条と杭の長い小型の葉と員直ぐ iこ 1'jlぴる樹梢と描物<<JJ~形の樹冠とは烈風に

控みつつ，比較的よく仲長し，風筒地帯の丘陵の上で、も，適応して枝除ドを構成している。しか

し，風筒りの強い f;i:j川-のカパは樹高が低く，風間苛らない主主地帯の北西町の傾斜地にあるカパ

に比べると樹高It!J械が低い。
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第 ll!長 シラカパ林 (国債=2501112)

l 太Fll 村村有林

;28年

( シラカバ 1 2:z l 計

箇 太田村民有林所|

林令 l
------_ i立 1 額 l
胸高シラカバ i その他
直径 (cm) ~---_I 

6 12 

8 16 

10 12 

12 12 

14 2 

24 1 

計 54 3 

直径 (cm) 9.4 
シラカバ|平均トー l 

樹高 (m) 1 9.1 

本数 2320
1 ha 当

l 材積 (m3) 80.1 

要 | その他の樹種はケヤマm ンノキ・エヅ | 
| ノコリンゴ守 | 

t筒

調査地 1

樹糧 l
胸|供
喜試
径 l 本

数(cm) 

30 年

計

13 20 

16 23 

13 II 

12 1 

? 一一 1 

57 55 I 

2

4

2

l

 

勺
4

勺
〆
〕
1
i

2

l

l

 

459  

7.7 

8.4 

22C コ

47.2 

第 12 表 カパ林の t0J高曲線

釧路国有林 i 阿院内民有林|別当賀国有林
ダケカンバ | シラカバ | ダケカンパ

樹高 l 供 l 樹高 1 1 供|樹高!
会[計差試 i 実計(差|試|実|計|差
別1li 算本!}即IJ 算木 1 \fi,'l 1 算|
{ì~( 1 似 I 1直|筒 1 .,.. 1 {直|値|
(m) I (m) (m) 数 t (m) (111) (m) 1 数 I (m) 1 (m) t (m) 

10.6 I 10.6 0 28! 9.0 I 9.1 -0.1 9 I 6.8 6.6 I +0.2 

1191ll B1+O  l|28|lO Bl106!+02| 16|74i B2l-0 8 

12. 8 I 12. 6 ! + O. 2 I 34 I 1 1. 8 , 1 1. 6 I 十 0.2 I 18 I 8.5! 9.5 I -1.0 

13.3! 13.2 +0.1 1 26 12.5 12.3 十 0.21 9 1 1ωl lωl+ω 
13.61 13.6 1 01 12112.9 , 12.9 01 3'  11.1 , 11.11 0 

13. 8 1 13. 9 -.0. 1 I 4 1 13.2 I 13. 3 1 -O. 1 1 4 i 1 1. 8 1 1 1. 7 1 + O. 1 

|-1 -1 ー- 1 - I - 1 2 I 12.0 I 12.2i ー0.2

• 0.3 1 

一生9
H=15.144e D +1.3 

6.5 
H川= 15.6e D + 1.3 

一1. 4

樹高曲線式

カパ林の径紋別本数の配分状態は，ほぽ一斉ヰ紅型にちかく，険性なカパは径綾の細い劣勢木

でも p 樹高は何1び、て樹冠は直射光紘を受けるようになってゐり，したがって，樹高I!白線は一斉
b 

型の H士ae X 十1. 3 の形状となり，第 12 表のように風や霧の吹き簡る条f午によって的棋の
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rr';J1況がみられる。カパは他の樹祖の下i乙庇圧されると枯れるので p 径故の低い }jの本数が必歩、

しも多くないのと，俊己i木は校葉を~kって肥大するので、単位而杭当り本数分配1111械のだ!立は+

の自立を示す叫合が多い。

D) カパ材〈の JJえi毛

現実林分の 'I'..~J成長量は林令対存1，Ufから't1~ 1I\でき，ダケカンパ林の 1 ha 当り平均成長量の

此んは霧や風間の影響の少ないぷ川村盆i也帯耕刊の 24 年生の林で 5.0m九段少は)手県の 24

年生林分の 2.7m" である。しかし泥炭土壊のシラカパ林!土成長不良で、 i，-:川村の例では1.7m3 

に過ぎない。

とれらの材、分の成長超過をみるため各椋ilr~地より掠rlr~木を選んで位ll:j~:消手析した。とれらの樹

高Jí~びに胸t:îuJ:径成長の経過は-U~ 13, 14 去に示しているつ

以上のなかに林分調査として掲げなかったp 浜'1 1村と析路のl~有のカパ・ナラ林からの樹幹

第 13 表 海努地滑のカバ林の成長

| 標準木の樹高成長 (m)

箇所|太田 l pr 1 8 防I~ 厚床 i別当賀i 落石塙路| か
:国有林 l 村有林 l 国有林民有林国有林 か 1 1, 会位有林

樹億 1Tケセ I /f i か か|か か|か|か
年令 1-24年|叫 i 叫 25年岬 i 27年 i 引手 |31竿 I 19年

5 

10 

m 
2.7 

5.3 

15 9.3 

20 I 11. 6 8.6 

25 1(13.0); 10.5 

30 I - i 
に
i
u

円
U
R
u
n
u

q
υ
A
A
4

ゐ
亡
、
υ

12.2 

13.6 10.6 

15.3 11.6 

16.3 13.3 

(16.5) 13.8 

111 

0.9 

3.3 

打1

0.8 

2.3 

3.6 

5.3 

8.1 

9.7 

m 
2.6 

m 
1.3 

m m 

計算債

1 太田
|村有林1'1 J'M 'VI' A B C 

シラ等等等

カバ地地主tIl
28五f三 l

/f 

m 
2.7 

5.0 

口1 111 

5.3 5.5 3.3 2.0 

6.5 8.1 5.1 4.3 

8.3 9.3 7.3 5.7 

10.0 (10.6) 8.8 6.7 

(10.7) (7.6) 14.8 

ロ1

2.6 

5.3 3.0 4.1 

m 
1.6 

m 

5.3 

(15.2) 

7.7 

3.1 

4.6 7.3 5.6 4.3 

6.2 10.3 7.9 6.0 

7.6 12.7 9.9 7.4 

(8.6) 14.7 11.6 8.5 

2.4 

8.0 

9.8 (10.5) 

12.3 

16.4 12.9 9.4 

17.7 14.1 10.1 

18.7 15.0 10.7 

19.6 15.7 11.1 

標準木の胸高直径成長 (cm)

cm cm 
5 1.5 一一

10 7.2 0.8 

O
Q

ノ

ζ
u
o
υ
 

、
J
J

「
l
J

4
企
勺

J

勺
J
E
d

l
q
υ

只
υ

〆
O

I

l

-

-
([

R
υ

円
u
c
υ

円
U

1
A

ハ
ノ
ゐ
勺
L
q
υ

に
υ

円
U
K
υ

つ
υ
λ

せ
A
せ

50 

11.0 

13.5 

15.4 

17.6 

( 18.2) 

(19.IJ 

3.4 

cm cm cm cm cm cm 
1.0 一一 2.6 

1.0 3.5 3.3 1.8 0.9 6.7 

3.0 5.9 7.0 4.5 3.2 12.0 

5.6 7.8 9.1 6.9 5.8 15.0 

8.2 10.3 (11.0) 8.9 7.4 17.7 

10.7 [10.8J(I1.6J (9.5) (8.6) 21.1 

12.3 - CIO.0J (9.1J (21.8) 

14.1 一一一一 (22.8J

C口1 cm cm cm cm 
2.4 0.5 

5.1 2.3 3.9 3.1 2.3 

7.6 3.8 7.9 6.4 , 5.0 

(9.9) 5.7 11.1 9.1 7.2 

(10.5J 7.7 13.7 11.3' 8.9 

(8.7) 15.7 13.1 10.4 

(9.4J 17.4 14.5 11.5 

18.7 15.7 12.4 

19.8 16.6 13.2 

20.7 17.4 13.9 

15.8 

17.0 

(17.6J 
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第 14 表 内陸地帯のカバ林の樹高成長

地
値

等
算

m
一

林
了
円
一
B
計
(
一

有
一
一
ー
一

民
一
ヵ
一
一
一
同
一03
0
3
8
7

一
恥

一
一
伝
一
一

2
5
7
8
9
1

一
あ

内
了
フ
一
一
2

一

l

一

主
一
回
一
測
I
l
i
-
-
L

阿
一
シ
一
一
同

3
Y
7
7
3
3

一
一
日

一
一
実
一
(
一
む
に

5・
7・
9・
υ

一
林

一
一
一

I

一
時

1
7

ー
一1
1
1
1

一
院

一
一
地
位
一
山

一
一
等
算
一
川
一
は
U
M
M
U
一
一
駒

林
一
バ
一
A
計

1

一

l

一

一
一
一

l

一
直

一
一
一
)
一
官
向

有

7
一
一
:
一
M
M
M
U
U
一
両

国
一
カ
一
一

l
i

一

i

一
大

路
7
三
日
中J
u
u
u
ω
一
一
相

一
一
，
-
一
立

一
釧

7
J
7
J
1
5一
一
叩

所
長
一
令
一
一
一
要

一
一
年
令
一

5
1
1

一 i

筒
一
樹
一
年
摘

0.9 

3.1 

5.6 

7.9 

9.9 

11.6 

解析木を加えて検討すれば:1Jllt具地方のカパの成長の附II~Jがほぼうかがわれる。盆地帯で風の向

らない地域のものを A 等地，海岸線から 4km 内外の丘陵で議と瓜の影響のあるものを B 等

地，1M岸に近付的雰にlÜ而しているものを C 等地とすれば， とれらは次のような計算他で示

して大過ないようである。すなわち樹高成長はuç 14 去のごとく

A等地 Hm=可~03ーのそれ凸F 回一

E m X2 
一一一
O. 057x2+O. 422王十 24

H Jll = ̂  ~ ~~ n x" Jll=--r 
-O.068x~+O.5x+30 

第 15 表 海弱地滑のカバ林の収穫友 (A等地)

B~lf-土也

C等地

林 i 主
平均

令|胸高|直径|樹高
(cm) (m) 

5 ! -, 
10 3.9' 

15 7.9 

20 11.1 

25 13.7 

30 15.7 

35 I 17.4 

40 I 18.7 
45 19.8 I 

50 : 20.7 I 

摘要 I 1 ha 当り

林 木 i 副林木|主副林木合計

1 ha 当り I 1 ha 当り l 幹 l 成長量

| 成長量 i 本附 i 材
数|幹材積年云 1 :îJLる[船 積|積

, (m3) (m3) (m:l)! 見 (1113 ) I (111:1) 

4.1 

7.3 

10.3 

12.7 

14.7 

16.4 

17.7 

18.7 

19.6 

2361 

1435 

1038 

844 

729 

654 

602 

564 

45 

70 

92 

114 

132 

147 

160 

169 

3.0 

3.5 

3.7 

3.8 

3.8 

3.7 

3.6 

3.4 

5.0 

4.5 

4.4 

3.6 

2.9 

2.7 

2.0 

926 18 

398 14 

194 12 

115: 10 

75|8 

52 7 

38 I 6 

45 

87 

125 

158 

186 

209 

230 

245 

:連年|平均
(m3) ! (m3) 

8.5 

7.4 

6.8 

5.6 

4.6 

4.1 

3.0 

3.0 

4.4 

5.0 

5.3 

5.3 

5.2 

5.1 

4.9 

本数式 N=50080x-1 
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また胸EZiEL保成長は第 13 表のごとく

Dcm=.; ハハ… XE -2.0 
(x-6)+13 

cm d 一一一2.3
- O.035(x2-36)+O.6(x-6)+14 

Dcm= - X 門ー2.3
O.042(x2 

A等地

B等地

C等地

(B等地)

林 木 |副林木!主副林木合計

当り I 1ha 当り 1 幹 成長量

!成長是|本|幹材 材 1 

|連年平均 i 数|積 積連年|平
(m:J) (凶) (m3) I = '(m3) (m3) (m3) I (m3) 

均

初霧地帯のカバ林の収穫表

ha 

第 16 表

数本
高

m
 

樹

林

令

2.3 

3.1 

8.6 

3.8 

3.8 

3.8 

3.7 

3.6 

5.5 

5.6 

4.8 

4.2 

3.6 

3.1 

2.6 

34 

61 

89 

113 

134 

152 

168 

181 

3

0

9

8

7

5

5

 

1

1

 

1293 

508 

260 

155 

100 

71 i 

52 

2.3 

2.4 

2.6 

2.7 

2.7 

2.6 

2.6 

2.5 

2.9 

3.5 

3.1 

2.7 

? ? 

2.0 

1.6 

34 

48 

66 

81 

94 

106 

116 

124 

3142 

1849 

1341 

1081 

926 

826 

755 

703 

3.1 

5.6 

7.9 

9.9 

11.6 

12.9 

14.1 

15.0 

15.7 

3.1 

6.4 

9.1 

11.3 

13.1 

14.5 

15.7 

16.6 

17.4 

要| N=48578x-l.4815 1 ha 当り本数式白
川
喝

長
引

(C 等地)

l 副林木| 主高1林木合計
(lha 当り 1 幹 l 成長量

幹材 i 材 1.古
積 i 積 1;\笠

(m3)|(m3)| 

均

m
 

平

1.5 

2.1 

2.3 

2.4 

2.5 

2.4 

2.4 

2.3 

年

3.7 

3.3 

2.9 

2.6 

2.3 

2.0 

1.6 

海霧地帯のカバ林の収穫表

本

数

主

平均

胸高

直径

(cm) 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

35 

40 

45 

50 

木

1 ha 当り

成長電 l
数|幹材積片一 | 

| ;連年平均 l
l(m可) I (m3) (m3) 

第 17 表

林

本高

l 三一
平均

|胸高
l且径

林

令

23 

41 

58 

72 

86 

97 

107 

115 

8

6

5

4

4

3

3

 

1455 

596 I 

314 

191 

126 

91 

67 

1.5 

1.7 

1.8 

1.8 

1.8 

1.7 

1.7 

1.6 

2.1 

2.1 

1.9 

1.8 

1.5 

..ο 

1.1 

3

3

4

3

2

9

6

1

 

2

3

4

5

6

6

7

8

 

3840 

2385 

1789 

1475 

1284 

1158 

1067 

1000 

2.4 

4.3 

6.0 

7.4 

8.5 

9.4 

10.1 

10.7 

1 1. 1 

2.3 

5.0 

7 ‘ 2 

8.9 

10.4 

11.5 

12.4 

13.2 

13.9 

k
v
n
u
z
i
v

ハ
U
-
L
d
n
U
R
u
n
U

只
υ

円
U

1

1

2

2

3

3

4

4

5

 

要 i N=3214Ox-1.3185 本数式1 ha 当り
ー弧
山
川
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とれらは f\II'ú:件づI~~Jくに公けるr! 1央本とみなして大過ないであろう。 IJI向雨粒J斡 '1手数は現行広jiE

樹材f火炎と大{~うがないので，との f!J:c を月j いた。胸[f:ijj'I径対 1 ha 当りの主林分本数l土シユパツ

バッハl\":削糾の r イツ同カパ材、の 1 ~ II 等地を本準とし，現実林の;Nlfti戊と成長経過とを勘案し

て算川した。との牧1立i~JfJ;ì:夫は:tt:H も ffiかであり， +a括的な予定!夫i乙過ぎないので，今後さら

に多数の1't:fF!'によって柿修する必要があるが，おより海議地帯のカパ林の'[り主を推定する IC ，

A等地の主林水の千均成長量のjik多は， 29 ~I'.生で 1ha 当り 3.8m九 B等地は， 32:'1と生で

2.7m九 C 等地は 38 r，ド生で1.8m3 となっているc とれらは日Ij林木の収穫を加えれば， A

等地では 34 I， I~生で 5.3m1 ， B等地では 36 年生で 3.8m九 C等地では 37 年生で 2.5m3

となっている。

E) 施主主主の;J.うー設さ

カパは校が繊車10で， '~~も禁制が長<.位J冠は円iffi形状で p 粒J柏がよくやjlびるので，風の抑Z"L

と拍手五作川がんであり p かつ成長が良いので防霧林として浩成するのにil担当な樹であるω しか

し， 海霧地帯では伐株が尚朽してM1i~~力が剥く， ととにダケカンパはシラカパよりも一好ijjJ

芽力が劣るのと|弘樹であるため庇ltE下で1土 WE!'fの成7すも不良なのでp ゑir炭択伐作業には趨しな

い。カパ林ドは主としてミヤコザサが優山しp イソノガリヤスなどのよい伺平を作っているの

で，林内放牧地として趨当で， 'Ì~;J'H方法に iì:立すれば 40~60 iJl1のよlo.l.!~を hY:.牧できる。カパは

が;実量が多しその虫突の頻度も 1~2 ~ド口ごとなので，カパ林の経済的な地24E法としては森

林併を輪伐J\JJ と 1m帰:'1三に応じて数1/.'，1の帯状に分け，後方すなわち内陸側から順次前JLEf乍a~~法に

よって上木を伐咋利川するとともに p 伐J宅跡地はあらかじめ過放牧により杭生の退化を図 1) , 

放牧で地持:えを代行せしめ p カパの:ftl樹を発生せしめ p 発生の不良な抱i所は人工で掻起し，な

いし採種を行って更新をはかるのである。カパ林は主として日家川の手fr炭の供給ないし製武IlJ

として経営するので p 伐WJは前認の村干idl止多の{足時!となるが， -jj{法制のがf実と放牧の牧入と

を三与え p すなわち前史作業によるときは 4~5 年Il UÆif.，'t'i樹時代の放牧を禁止しなければならな

いのと防接林的使命とのi"i阿部を/汚えて伐lfJJ は 40 午前後とするのが也当と，也われる ι 林業の経

辞I訂を ~p~視して p 伐i引を 40 :'1三内外とするときは，林分の斗三五J高が 14m fÃJ外となり p 防風・

防霧の機能は高令の保安林とした場合よりも劣るのはやむをえない。しかし，第 18 去の木町

村の示11'社境内の老令林や浜中村の風間りの激しい丘陵の天然林のダケカンパは径設に比して樹

高は大とならすp ほぽ 16m ないし 20m 内外となるに過ぎない。との老令木の樹高成長の経

過は調査していないがp 前記数式による算出他に近いものと巧えて大地ないであろう。すなわ

ち p 樹高の連年成長は後年になると著しく低下してくるのと p 他方柱が太〈疎となり p 葉の数

が少なくなるので p 樹高階に比して風の撹乱，摩擦作則が少ないc また高令なるに拘らや単位

面積当り林分蓄積は大とならないじ すなわち伐期を長くして p 林支出Iの経済的民夫はあって

も p 土地利]IJ区分 tから防霧林の林帯を狭くすべきかp または林業面の収穫と林内放牧の収入
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ダケカンバ. ~ズナラの突然林第 18 表

林7有1寸中、j中浜林有村村国太所箇

58 I 90 

720 

413.8 

1
i

今
ぷ
つ

u

2 

2 

3

2

4

 

3

2

4

 

1

1

3

 

言j'一
ブ
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21.5 

21.7 

22.1 

22.3 

22.8 

23.1 

面

16 17 14 18 

1 ha 当り本数(木)

か 材積 (m3)

要!

司有

660 

199.7 

その他の樹種はシナノキ・ヤチダモ・ケヤマハンノキ・円リギリ・イタヤ・シラカバ・

アヲダ、モ・ナナカマド・ヤマモミヂ・ハシドイ・ヤマグワ
t詰j

これらは森林の防霧機能やとをあげるため防霧林帯の幅を広くとるべきかの問題がで℃くる。

局部的地形や農地とした場合の牧穫などから綜合的に考えねばならぬ。

防f霧林借については前側の保護樹林帯によって後側の林木の成長を促進しp 林分高が高くな

またきら風による風折倒木の発生p 虫苗害による枯損pるよう相当の幅を持たしめねばならぬ。
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更新市?などに対する安全帆日を川君;しなければならぬ。したがって，とれらの問題は今後さら

に多くの調査資料を綜合して結論をえたい。

摘要:

i) lí}j霧林としてカパ林をiIT成する場合p 海岸よりの距離と議や風の吹きあたる度合によっ

て地位を A， B , C の 3 等級にわかてば， 30 (;ド生で林分の匹:j さが A~C等地の Ilfrî Iこ 14.7m ・

1 1. 6m ・ 8.5m となり 1 ha 当り主林水の最大千均成長量は， 3.8m3 ・ 2.7m3 • 1. 8m3 とな

る。

ii) カパ林は防議とともに，林床は防光が射入するので， ミヤコザサなどの伺ヰLが相当期

待でき 1昆牧林刃ミ的経営が有利である。

iii) カパの伐株は関朽しやすく， 1場性なカパ二次林の択伐林(I'~}r~扱いは|付費ftで，帯状の前

吏作業と放牧地拭r: えによってよ1i新をはかるべきである。

S 4. ヤチハンノキ林

1) ヤチハンノキ林の成立と立地

jlJ;j良原野をゆるやかに Jui折蛇行するがf} IIの周縁lこは広い湿潤なる tff沢地が展開され，キタヨ

シを::，.:とする山米地，スヂを主とする山災地，ノガリヤス・ササガヤなどの， 'îむる低湿地と，

とれら1洋諸の rl'に点状ないしi洋状に叢生するハンノキ林がみられる。これらのかI川流域は地形

からも前沢地， W~湿地を作りやすく，ととに植生WJの出議によるfl~i胤・多湿. FJ 射の不}{とか

ら託子易に泥京地となり p ハンノキの{憂 Ilî する環境を作っている。

相生WJの些q，湿度の著しく高い釧根地方では丘陵の傾斜地帯にも湿地位のハンノキ林がみら

れる。

ìftj:から襲来する霧は，地形が複雑で樹林の多い地帯ではその従入をある相!立防ぐととができ

るが， MJl IIこ沿うた低地帯では地視が低いので霧を消散する作JiJ も弱<，湯は存易に低地にそ

うで内陸の奥地にf:;::入し作物に話影響を及ぼすので，主lIi路川の湿似のようにハンノキによる防

霧林の浩成をえまとする地，市が少なくない。今|叶はヤチハンノキ林を n下落別に分け，その構成を

解析し，成長経過を明らかにして育成p 経営の基準をたてるために収穫予恕去を作製したむ

ヤチハンノキ林の土壌については内 HI丈夫氏の分類基準にしたがい概略をしるそう。ヒラギ

シスヂの優 Ilî問所は湿潤な泥哉氏土壌でp 地支水が高<，春秋季にはよくヒラギシスゲの株間

のf氏自に水がたまっている。イワノガリヤスの優 I~î何所は H 居は 3cm で黒色粉状で鉱ft土

壌面と混やる。 1 ]菅は 8cm で，黒色の軽埴壌土で，上方 5cm Ti自主偽植土p 下方 3cm は

友白色の火山次!菅よりなる。 H母は 20cm，黒色の南tJlil亡官むt直接土，以下 25cm 晴樹色の

壌土で，漸失黄褐色の壌土となっているu ミヤコサ、サの優117箇所は HJ普が 5cm， 黒色を呈

し膨軟で、鉱質土壌の表面と混合している。 1 居は 9cm，友褐色で粗な砂壌土， nTli子は 25cm
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よ:n色を呈し，湿i{'fj軽誌な I~MI白土で、火rI 11沙'ø;~ を合む。以下同様に，!ï:~色の湿ì{11料品，'~かつ火山燥を合

むJj{(壊ニL となっている e

2) 林分の州 foとと成長

A) ヒラギシスヂ区のハンノキ林

7O，'，j在地点は!手j~~) f1U(川村の尾悦川の湿原泥炭地一帯にみられるヤチハンノキ林でp 汀おみから

1.6, 2.6km の距離から椋q色地を選んだ。ヤチハンノキ林の林!れは，春におを放牧するので，

ヒラギシスヂやイワノガリヤス{土採食されてやや51主化の傾向を示しp とれに反して民の好まな

いホサ、キシモツケ・ヒメシダ・エゾシロネ・メシグ・ヤマドリゼンマイなどのイミ食事の被皮が

大となっている。前方のヤチハンノキ林の林令は 24~26 "1三で， 1!P1J i\':íLÜ慢は 4~14cm ，司王.I:cJ

前î 5.8m であるが， とれにより 1.0km 後方の林分は前方の粒同本守?によって保設されてい

るω との林は同部[1'']に疎開ないしii土生地が介 (1: しているがp 酢閉した部分について帯状の椋準

地訓査を行えば，第 19 去のごとし前方の林で、は 1 ha 当り換算 1440 1' , 33 m3，後bの

林では 3440 本， 63m3 となっている。すなわち前x.の年-'!'-l~J成k量は1.3m九後者は 2.5

ll1'! である"

とれらの林がどんな成長をたどってきたか

をしるため，生育のi説会なJ浜市本を選んで樹

車七f作析するに~'ç 20 )えで示され，とれより牧

陸夫を推定計算した。樹高'，1白びに也径生長は

第 20 去のような数式で修正し， r[1央本とみ

なした。 1 ha 当り主林木本数は王h!，実林と，

シユパツバッハ氏#l"i~~のハンノキ林の収穫去

とを勘案ーして江川した。 llÍ<i]高樹幹J!ラ数は現行

広現~.:fftj材.fJ'i去の fJl'(を JIJ いた。とれから，海岸

から 2.6km 内外の低湿な山災地のヤチハン

ノキ材、の JI士陸夫は第 21 去のごとく ;l-!"算され

る p 恥場と ì':iJJ瓜のあたる気象j't'~悪条1q~と低湿

な記長地という土地的悪条件のもとにたっャ

チハンノキ林の 1ha 当り主林木の成長量は

1.8m3 で p かかる低位地帯は今後とも現在

の防霧林としての土地手IJfIj法が埴切であろ

う。すなわち，新決林として択伐的に集約に

経営すれば 2 .4 m3 の生産が可能であり，ま

た林床のヒラギシスゲ・ノガリヤスは現況で

第 19 表 ヤチハンノキ材、

標準地 I A B 

汀線からの距離 1 ， 6∞ 2 ， 600J , UVV I 

ーγ ヤ
樹

チ チ
目旬 種

ノ、ノ、

ヤ

チ
可同さ直1 ー

ン ン|〆
ノ l 

径 (cm)
キ キモ

2 

4 

6 

B 

10 

4 

8 24 

425!  

12 10 6 

1 42  1 1 

計 I 36I 85 I 

平均径 (cm) 9.58.0  

平均高 (m) I 5.8 I 6.8 

1 ha 当本数! 1ωI 3440 

1 ha ~材積回) 33.0! 63.4 

ヤチハンノキ~ヒラギシスゲ群

林令=25 平生

箇所=太田村村有林
面積=250m2
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第 20 表 ヤチノ、シノキの成長

年

令

(年)
(m) (m) (m) 前(cm)方 1 後(cm)方後(cm)方 (cm) 

5 0.9 0.9 

10 2.9 3.3 3.2 1.7 1.8 2.1 2.5 

15 4.2 5.0 4.6 5.3 4.4 4.9 5.1 

20 5.1 5.9 5.8 8.4 6.6 7.2 7.3 

25 (5.6) 6.5 6.7 (1 1. 4) 8.4 9.2 9.2 

30 (6.8) 7.4 (12.4) (9.0) 13.0 

樹令 24 26 24 26 

摘要 H 
x2 

D =  
x2 

1.6 
0.076x2+1.5x+9 0.041 (x2-25) 十 0.8(x-5) 十 18

第 21 表 低湿地のヤチノ、ンノキ林の収穫表 (C等地)

王 林 木

中 央 木 ha Jゴ、， VJ 

1本 令 成 長 量
胸高直径 樹 τ田会1角 本 数 幹材積

(cm) (m) (m3) (mS) (m3 

10 2.5 3.2 

20 7.3 5.8 2600 36 
1.8 

1.8 

30 10.6 7.4 1596 54 
1.4 

1.8 

40 13.0 8.4 1222 68 1.0 
1.7 

50 14.6 9.1 1050 78 1.6 

Ir自j 要 本数曲線式 N = 35020D -1.3081 

は過放牧のため牧芸力に乏しいが， illiijE な -Yi'Jlllを行えば 30 長rJ以|二の家蔀を放牧できるので，

防証券的使命とともに一九千経営の集約化が望ましい。かかる ~J己決地i乙主lUJrしたヤチハンノキは30

年生で 7.4 m の樹高成長が期待される。

B) イワノガリヤス区のハンノキ**

調査地点は厚床駅より1.2km 離れた，厚床苗畑附近の国有林の沢町にみられる小面積の群

落でp 海岸から 6.5km，高距 15m にある。ヤチ

している。イワノガリヤスの生主量は 1叩O 月初旬でで、 1ha 当り 2却0 トンでで、 P とれは一番平を放

牧利用した後に生じたものであるから局部的牧養力は 1ha 当り 75 J1i1とみるととができる。

林令は約 40 年生で第 22 表のごとく胸高直径 8~22cm，平均径 15.1 cm，高さ 12.3m ，
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胸高直径(州 1
8 

10 

12 

14 

16 

18 

20 

22 

平均径(叫[
平均高 (m)

1 ha 当り本数 1

Iha当り材積凶) 134.2 

ヤチハンノキ~イワノガリヤス群

箇所=厚床国有林
面積=250m2

ヤチハンノキ林

胸高直径|ヤチハ l ケヤマ i 〆 ヶ!
(cm) I ンノキ l ハンノキ カンバ|

4 一一 4 

11 1 1 13 

10 - 2 12 

9 9 

3 2 5 

計-

第 23 表

8

0

2

4

6

 

1

1

1

1

 

ヤチハンノキ林

数

2

2

5

6

3

3

3

3

 

本

第 22 表

43 3 3 37 

径

計-

11.8 (cm) 均平27 

15.1 
11.0 m

 

高均平

1720 本数り1 ha 当
12.3 

1080 
109.2 

ヤチハンノキ~ミヤコザサ群

箇月IT=浜中村民有林

面積=250m2

lha 当り材積 (m3)

との成長経過をとしるた:'1'-とJ成長量 3 .4 mB となっている。134m九1ha 当り換算 1080 本，

め成育の均整な椋準木を選んで樹Y~1q手析するに第 24 去のごとくである。

ミヤコザ、サ区のハンノキヰ本C) 

高距 50m の位世の千担な丘陵地帯のミヤコザ調査地点は浜中村の海岸から 7km 内外，

との群落は泥炭地l乙接した丘陵商や沢到など土壌の湿度の高サtrp~存のヤチハンノキヰ本である。

または侃了JE地とい地帯fC みられる。林J~ミはミヤコザサにイワノガリヤスをnぃ，現在放牧地，

木本分はヤチトン P ljJの牧養力は 47 iîJ1である。1 ha 当り生重量は 40して利用されてゐり，

とれによか量のケヤマハンノキとグケカンパを出やる 36 "1ミ生め林で，胸高ハンノキを主とし，

}I' .I:[J成長109m九1 ha 当り 1720 本，高さ 11.0m ，21'_均径 11. 8 cm , i立径は 8~16cm ，

との成え程過は第 24 去に示している。量 3.0m3 である。

オークサソテツ区ヒラギシスヂ，D) 

雄別表鉱社有林で明路i市jにそそぐ沢面の湿地帯にみられ，少量のヤチダモが混じているυ 泥

とのなかから成育安地帯であるが沢から流出してくる泥砂が合まれ，四季水が停滞しているι

状態の均整なヤチハンノキを選んで樹立拍手析するに第 24 去のような成長を辿っている。

ヤチハンノキ林の牧穫去の作製3) 

ヤチハンノキは本来湿潤地帯に生じ，根l亡根癌菌を有しているので、立地にたいする好嫌がよ七

ヒラギシスゲなどの林j示埴生型や土l主に上る成長ミヤコサ、サ，イワノカ「リヤス，較的少ないι



第 24 表 ヤチハンノキ林の成長

地 名!浜中 I f手床(哨路|
令 36 40 23 

\、群落型| 、 | | ヒラギシ
，ヤコササ|ノガリヤス| l 

1 ' , - ''"' ,. 1 スゲ | 
l年令 J 1" ? 

5 0.8 0.8 2.0 1.2 1.1 

10 3.3 2.8 3.6 3.2 3.2 

15 6.8 5.6 5.3 5.9 5.4 

20 8.2 7.0 8.0 7.7 7.3 

25 9.3 8.3 (9.7) 9.1 8.7 

30 10.2 9.5 9.8 9.8 

35 11.4 10.3 一一 10.9 10.7 

40(11.9) 11.3 ー← 1 1. 6 11.4 

5 一一 一一

10 

15 

20 

25 

30 

35 

40 

計算値

Hl (皮

計算値

第 64 号

平均値
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長

高

樹

�X: 

長

(m) 

樹

成

2.4 

5.5 

8.2 

10.5 

12.4 

14.0 

15.3 

2.2 

5.0 

7.6 

9.7 

11.5 

12.9 

14. 。

2.2 

5.0 

7.7 

10.0 

11.3 

12.7 

13.8 

2.8 

5.4 

8.4 

(10.6) 

1.6 

4.4 

7.5 

10.2 

11.9 

13.3 

15.0 

2.3 

5.4 

7.3 

9.3 

10.7 

12.1 

(12.5) 

胸
高
直
径
成
長

(cm) 

11判

v2 
Hmユー一一一一一二

0.062x~ 十0.57x十 19

v~ 

Dcm= 二三 2.0 
0.036(x2-36) +0.7 (x-6) + 19 

1 樹皮厚の式 B2f音=0.04+0.08D

樹高成長の式

胸高直径成長の式要

出r~とから 4~6km 内外の海とれを合算して千均し，のまiは第 24 支のごとく大差ないので，

とれは第 25 去のごとくきわめて蹴括的な霧地帯のヤチハンノキ林のJI~fW去の作製を試みた。

1 ha 当 1) 二1::林木本とれをr! 1うl七本とみなし，ものであるが，也径・樹高成長は数式で斗三滑し，

数Ilr!~Jí~は前記のごとく現実林の立イジ州立とドイツのハンノキ林I段階夫を勘案して算m した。胸

îf:î 'Jl手数は現行広葉樹林村杭去によった。すなわちミヤコザサ・イワノガリヤスむよぴ、オークサ

ソテツ・ヒラギシスヂ地帯のヤチハンノキ林の主林木の平均成土毛主は 27 /，ドで 3.2m" とみる

ととカfできる。

施主的考察4) 

とれらの林分はハンノキの根前菌により空中より同定した窒素は落葉ーによって地表へ還元さ

放牧ないし探苧によって予IJ川をはかるべきであ下平類の成育が良好であるから，れるので，

る。一方ヤチハンノキ林!ま i1rJ fえによって林!ぷに迫度の陽光を射入せしめ，下平の繁茂をはかり

土地を多角形的に利用すべきで，すなわち p 欝閉度 0.8 のイワノガリヤス群落は昂 75 頭を，

ヤチハンノキ林はw霧林と薪決林と放牧とを粂ミヤコザサ地帯iまがJ 47 頭を放牧できるので，

ねた経営とすべきでるる。
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第 25 天 海霧地併のヤチハンノキ林の収穫表 (B等地)

壬 林 木 副林木 主副林木合計
林

中央木 ha 当 り 1 ha 当り
幹

成長母

胸高 間 本 幹材 !; 成長量 本
l 幹本寸 1 

材 連 :�Z. 

令 l 回歪 高 i 積|連年|平均 i 積
積

年 均
(cm) (m) I 数 (m3) (m3): (m") 数 I (m3) i (m3) (m3) (m~) 

5 

10 2.4 3.2 

15 5.5 5.4 ' 5706 45 
3.7 

3.0 
2595 20 

20 8.2 7.3 3111 64 
3.3 ' 

3.2 
959 15 

84 
6.4 

4.2 

25 10.5 8.7 2152 80 
3.2 

3.2 
481 13 

116 
5.8 

4.6 

30 12.4 9.8 1671 97 
2.7 

3.2 
278 10 

145 
4.8 

4.8 

35 14.0 10.7 1393 110 
2.2 

3.2 
181 9 

169 
4.0 

4.8 

40 15.3 11.4 1212 121 
1.9 

3.0 
125 B 

189 
3.5 

4.7 

45 16.4 11.9 I 1087 131 2.9 206 i 4.6 

川1要 1 ha 当り主林木本数 N =66940ﾐ -1.7439 

ヤチハンノキ林地帯は霧の侵入の辿路となる低湿地が多いので，と ~LJコ持伐を避け，択伐作

業ないし31?状の前五!I作ヨミによるべきであろう。材もi(~止多の伐ItJJは約 30 "1と生であるがp 保安的

使命と付:樹としての結実とを考慮して 40 年内外の f.I(: Wfl とすべきであろう。その取扱いについ

ては今後の .M.多くの資料の調査にまちたし、。

Ji;ìj 要:

i) 海霧地帯のヤチハンノキ林は'il己炭地から IÍ:陵の沢町にわたって広〈分布し，その林!択も

ヒラギシスヂ・イワノガリヤス・ミヤコザサなど，いろいろの型を包合している。

ii) 海岸に近い ;1己決地のヤチハンノキ林は成長不良であるが， 出j;-:から 4km 内外では，

二[j'[:やtl{(生によって I点IL-に大志こがなく， 30 "1三生で前者は結lit':j 7.4 m , f走;おーは 9.8m となり，

1 ha 当り主林木の 11正大千五J成長量は前方1. 8 m" 後者は 3.2m3 である。

iii) ヤヂハンノキ材林Z司は土訂j'

f成成点点-をは治かゐるとともに，現実林は薪決林と放牧地としての経済的利Jij とともに ií)j話的使I命にそう

よう ~~JW状のï，Jíj主LI 1'1寸:ないし択伐f'f，Jミで施主すべきである。

S 5. 海霧地帯のカラマツ植栽林

1) カラマツ林φ位置と立地

海霧地帯のカラマツ林として調査せるものは，太111村民有林 3 箇所，屋敷林 1 筒所p 茶内の

固有防風林 1 箇所，鉄道防雪詩木 1 箇所p 尾幌の鉄道防零林 1 箇所，浜中の耕地防風林 1 箇所"

奥行臼の屋敷林 lt苛所である。との他風街地としてきわめて成品ー不良なものは，根室町明治牧

場の樹林と根室支庁構内の枝j林p ヰf~室・ )JIj当賀間にみられる鉄道防雪詩1、をあげるととができ
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る。とれらは泌作から 0.8~7km の依世に位している。

訓杢したカラマツ林の-七L:壌は大1差皇がな〈し， ，ぼま iぽT茶内国千有T防!風E武1+林本の土I壌』袋'~l断釘H百でで、代友させるとと

がでで、きる。 r内1斗j 川 i氏tのう分ト責泊町矧r月1υj

は 1日!ï cm でで、，←j上1-.二方tは土 J県:1旦i巴3柄色のI壊~哀E巳凶壬土.， 下方は杭状に1歩荻}反((什J 1 色を呈する砂!底哀二土1: ， H)吾は 13cm で陪

制色の娘二[:，以下流件j色の:tUU:となっている。

2) 林分の構成と成長

i) 保安Illfのカラマツ林: カラマツは海霧のはげしく吹きつける風i叩也帯では著しく成

長が不良で、金栽状に芸品.íii し，根安01]"の 44 年生のカラマツはす~ 26 去のごとく海霧の吹きあた

る前紘に列状にネII[えたものはまだ 4.2m の高さにすぎなく， 1 [:宅により多少保護されている

ものは胸高山径 16~22cm，高さ 7.0m となっている c

箇所|

成長

梢栽後年次|

第 26 表 海零地帯のカラマツ屋敷林

根室支庁構内の樹林 |根室牧場の樹林

A B C B C 

44 年 " " " 11 

胸高直径(叫 I 1日2=19.o i lhIK13.o8~10=9.015~2日7 ・5μ10=日

r~J 高 (m) I 7.0 6.5 4.2 6.6 3.8 

ii) 茶内国有林のカラマツ林: 茶内国有林のカラマツ林は茶内Ifîiljから 0.7km の千坦

地にるる。 日目手116 (;1'-1'11'[ え， 21 年生の材、で， l!il縁の初地にたいし防霧・防風的使命をはたして

いる。との林は恥日から 6 km , ;f:jb'! i 40 m の位世にあり，前方には道有林の天然林によって

気vkがf.ï手11 されている。林床!主主ヤコザサがしめている。とのカラマツ林は過去はやや11IJfJとが

辺れていたがp 近時は B度の II\lf誌が辿!日に加えられているので p との地域のカラマツ林の収穫

去の必ìVJーとなるものであろう。第 27 去のごとく胸高也径 8~24 cm , ;'1'.l~J径 17.2cm ， ?c':j さ

13.9 m , 1 ha 当り 1170 本， 191 mぺとのほか小量の広:民間が出じているしカラマツのみの

年千均成\長量は 9.0mö でるる。 ζの成長経過は第 31 去の樹j;Î~' 1IJI(t万一で、示される。

iii) 茶内鉄道防吉林: 茶r^J.I~J(附近の r'ii 1:/I 1の l ，Ii] fg(の大正 15 ~ド舵裁の林で，出品拍込ら 5.5

km，高距 40m に位する。との林は 12m 幅の帯状にあり p 特殊な目的のためきbめて掃に

立っているので，成長不良となり，現状は胸高直径 8~22cm，平均径 13 .4 cm，高さ 11.8

m , 1ha 当り 2310 木， 196m3，干均成長量 7.3m3 となっている。被圧劣勢木を除いても

千UJ 15cm で 1860 木となり，なた立木純度は過大である。 との成長経過は第 31 表の樹幹

解析で示される。

iv) 尾幌鉄道防雪林: 尾幌の鉄道防雪訪ね土大正 9 1， 1三に植栽した 33 年生の林分である。

海岸から 6km 内外p 高距 15m の位置にあり，前方は主)11路国有林の天然林と起伏ある地形と
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カラマヅ植栽林の構成第 27 茨

尾悦鉄道防雪林茶内鉄道防雪林林有国内茶所筒

B A B A 地準干葉

275 250I 250 

カラマツ ! カラマツ | カラマツ
数

4 

!o 

II 

12 

8 

5 

3 

? 

33 

3

3

4

4

3

4

3

 

33 

2 

3

2

4

3

2

 

27 27 

カラマヅ

4 

275 

6

9

3

6

2

3

 

I

l

l

1

 

21 

1000 

胸 その他

本

令

(m2) 

fを

積

高直

(cm) 

8

0

2

4

6

8

0

2

4

6

8

0

 

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

3

 

均

十
小

'
寸R
H
1

国

7 1 71 55 20 I24  

l ha 当り本竺竺_)_I~____ 1240 l 竺L I 2016 8∞ I 960 

1日

117 

平 m
 

径 (cm)

高

音「

均平

211.6 

とのカラマツ林は-'Ii担，ないしゆるやかな傾斜而にあり，で)瓜や惑の影搾が絞手11 されている。

前記茶内の国有防風林とともに牧穫去の基準となりうる立木度となっている。 f~íì{t地Aは 1I付高

800 ;{ら 222m九千ιJ成長量 7.0直径 10~30 cm , -'1i..:t~J径 20.1 cm，高さ 17.4 m , 1 ha 当り

m3 となっている。総ijt地B は fliJ /'J与えで胸高直径 12~24cm，千五j径 17.5cm，高さ 16.6m ，

との林分の成長経過は第 31 衣lha 当り 960 :4ら 212m3 ， +~J成長量 6.4 m3 えなっている。

の樹'j:I~~解析に示される。

調査した太同村のl\;有カラマツ林は主として村役場を r[1太LII村の尺有カラマツ林:v) 

心とした地域の平坦:!illにあり，海岸から 5~6km 内外，高距 75m の位置にある。第 28 表

のごとく棋準地Aは植栽後 14 年を経た間伐期に達せんとしている林分なので，肥大成長が盛

弓i130m3 , 2045 本，1ha 当りんで，胸高IU径 8~18cm，平均径 12.9cm，高さ 9.1m ，

均成長量 9.3m3 である。他は植栽後 19~27 年を経た林で立木密度が多すぎたり p 間伐直後

の林分なので収穫去の資料としがたいが，槙準地BI土耕i也の聞に介主する植栽後 19 年を淫た

2720 本， 191m3 ，人工林で，胸高直荏 4~22cm ， .2 1三均径 11. 0cm，高さ 11.2m ， 1ha 当り



第 28表太田村のカラマツ植及川の構成

標準地番号 A B C 

林令 14 19 I 27 

面積附 220 250 450 

胸高直径 (cm) 本数本数 l 本数

6 

8 

10 

12 

14 

16 

18 

20 

フフ

24 

計 45 68 

平均直径 (cm) 12 ・ 9 11 ・ o 16 ・ 9

平均樹高 (m) 1 9.1 I 

1h凶a 当り木数 1 却

1 ha 当り材積 (m3) , 130.341 
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数
一
一

8
一
4

一

6
2
2
1
η
d
i
l
l
-
2

一
・
一
ー
.
一

ラ
林

2
1

一
l

一
引
一
ロ
一

カ
敷
ヌ
一
一
一
一

村
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|
一
一
寸
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一

畑
刊
一
一
令
一
則
一
一
径
一
高
一
一
一
直
一
樹
一

表
一
径
一
ロ
凶
凶
ゆ
却

2
μ

お
お
印
一
計
一

ι

一
一

鈎
一
昨
一
一
均
一
均
一

第
林
陥
一
一
平
一
王
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第 29茨浜rl"村絞村氏のカラ

マツ:投木 36 年生

4
7
0
5
7
7

一

l

l

 

12 

4 

15 

19 

9・

6 

胸|制
同

l直
径|同

(cm) (m) 

勺
L
-
A
t
ζ
U
0
0
1
A
-
1

-
L

つ
ニ

1
l

20 11.4 

22 

24 11.9 

26 I 12.1 
28 12.3 

30 12.5 

32 12.6 

34 12.7 

36 12.8 

38 12.9 

40 13.0 

42 13.1 
62 

7

一

2
Q
U

・
一

7

J

1

l

ｭ

F
D
η
J

一
ハ
ペ
υ

一

1
i
'
i
η

ノ
引
一

2
0

・
一

2
l

一

'
l
7
4
Q

ノ

1

2

1

 

ー
巾
、

ι

泊

n

'
い
一
(

径
一
高

1
4
J
4

叶
コ

ム
l
f
h
#

ん

言
平
一
一
半

単

材

積

(m3) 

0.177 

本

|数

0.262 3 

0.312 4 

0.366 I 1 

0.425 4 

0.486 2 

0.552 4 

0.623 5 

0.698 I 2 

0.780 4 

0.862 i 3 

33 

32.9 

12.7 

:-F.J:~JJ点長量 10.l m:Jとなっている。 とれば被圧劣勢木を除

けば~I王立j径 14.9 cm , 1 ha 当 1) 1640 本となりうるむ椋準

地C は前1)'と fiîJ じく iJI地の川にある i:il'[栽後 27 "1三を経た人工

林で，従来常生していた林分をn'p"I~l í\ J伐したもので，現11':胸

高i山径 14~24cm ， 21三均径 16.9cm，高さ 15.2m ， 1 ha 当

り 1378 本， 232m3 , ~Ii.l主j成長量は 8.9m" となっている p

以上の林分の成長経過は第 31 去の樹~;(r~解析に示している。

とのほか， -~ítの主主林地ではないが屋敷や耕地の間接などに

列状に植えたものに共の例がある。

a) 浜中村浜rf"の松村氏の所有林で海岸から 5km，高距

70m の牧草地の周囲に 1 列に大正 5 年に植えた 36 +生の

樹林で，胸高直径 20~42cm ， 平均径 32.9 cm，高さ 12.7

m である。

b) 太田村の禅寺の境内に屋敷ヰ料犬に植栽しているカラマ

ツは 26 年生で平均径 21.8 cm，高さ 12 .4 m である。
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奥行F 1 J) Ii 111 1，~J'l \:の居敷のカラマツはノミ!と 8 ~I弓J1ï栽のもので現点列状に数本残っているにc) 

オーツク海からのJltや議が前}jJコ同イ{林や二ととはi制~~から 4km の位世 lこまうり，j@ぎない。

，可
r..) ご千ιj径 29.5 cm , 胸高山径 24~34cm ，..:j:林にさえぎられている。布I(裁後 34 ~I三 u で，

15.9m である。

以上は耕地防議林として十II[殺したカラマツの成長を WH与するうえに参与となるものであろ

つ。

ヰ土佐」之の作製

;伝説地併にはカラマツ Jコ f[i'(裁が少ないので牧陸夫の作製は主主f!ーであるが，今後との地元1?の営

:出が:良市林業の融干[[した多N11予経営て、なければならぬのと林業は経済効民と!立ÎJ~機能とをJJtt1

したがって概括的なものでもあるので，今後1~1f林ではカラマツの航栽の拡'Jkが1UH~与される。

ととにJI主催予恕去を作製した。れば!足利なので，

とのヱl~l:J径にたいする 1 ha 当り主林木本数は千志位jj~，，~.wp析の成長を数式で -'1主消化せしめ，

との平均直径に1.01 を乗じて r[1 央径とし，平均高に1.096H-u.moN = 37142D l.2制とした。

1 を乗じてr[ 1央高とした， 11何F

!，îlJ;f:本~の主林木に対する材杭比率は IIIJ伐のくり返しJlJJHIJがながくha 当 1) 柄、材杭を百["'1;下した。

ととでは 0.6 を IIJ いた。なるほど-]j+小なる古血となるが，

さらに IIIJ伐材の集との夫から海霧I也市l?のカラマツの収穫は干，![栽後 20 ~I三で 8.9m:' となる。

標
準
木
の
樹
高
成
長

海霧帯のカラマツ林の成長第 31 表

16年 29竿 1
計算{直

24竿 28年 30竿ー樹令

ロ1

2.0 

6.0 

9.8 

12.7 

14.8 

cm 
0.8 

6.9 

11.9 

15.6 

18.3 

3.1 

9.4 

13.5 

15.8 

(17.1) 

(18.2J 

C 

m 
1.3 

4.9 

9.8 

12.1 

13.5 

(14.6) 

cm cm 
0.5 

6.7 

9.8 

(10.9) 

(12.2) 

;太田民有林
Y 鉄道林|尾悦鉄道林 A

m 
2.3 

6.7 

8,7 

(9.7) 

|茶内国有林

m m 
2.6 1.3 

6.6 4.0 

9.3 8.3 

11.3 11.8 

13.0 14.6 

(13.9) 17.5 

cm cm 
1.4 

6.8 
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12.8 

(13.8) 

[14.8) 

3.2 

7.7 
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(17.5) 

m 
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6.0 
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(14.7) 
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13.4 
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[20.7) 
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0
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~2 

胸高直径 cm= 一一一一一一三一 一3.0
0.028(x"-25) +0.3(x-5) 十 6.5

~同士‘ X2 

閉口]m=石市主云ヨ +0.24x+ 10 要摘
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第 32 表 海霧地惜のカラマ γ林の収穫災

|副林木 主副林木合計林|主林木

|平 均 1 ha 当り 1ha 当り

胸高|樹!本|幹 1 成長量 |本|斡
材材

直径 i 高: >0, I 積 i 連年 i 平均. .., I 積
(cm) I (m) i 数 (m3 ) I (m3) '(m3)- I 数 I (m3) 

1 ha 当り
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制要: 林令l土浦栽後の経過~iJ.:

幹
材
積
(m'1) 

成長量

連年 l 平均
(m3) 1 (m3) 

57 

134 

203 

5.7 

8.9 

10.1 

10.1 

10.2 

9.5 

15.5 

13.7 

11.3 

9.2 

5.6 

第 33 表 海霧地方のカラマヅ林の成長比較

樹高成長 (m) 胸高直径成長 (cm)
年 ! 一一~ ¥Jll) 一一一

|軽川 l地方! 富良野地方 軽)11地方| 信良野地方 | 
令 |一一一一-l --7一一一一| 海霧地方 !一一一一一 海霧地方

I jI 等地， A 等地 |B 等地 [11 等地 [A 等地， B 等地|

10 [3.5 6.7 5.9 I 6.0 3.3 i 6.7 6.0 [ 6.9 

15 7.5 11.4 10.2 9.8 8.1 12.3 11.2 11.9 

20 1 1 .3 15.3 13.8 I 12.7 12.9 16.7 15.4 15.6 

25 14.1 18.4 16.6 14.8 i 16.4 20.2 18.7 18.3 

30 16.5 20.6 18.8 19.3 23.0 21.4 

35 18.0 22.4 20.5 ー 2 1. 2 25.2 23. 己

約な利川を加算すれば 25 :1 1ミ日で 11. 1 m3 の成長量となる。

が止霧地帯のカラマツ料、でも風WjJ:U!.!，i\iをさけ， 海岸から 4~6km のh'J i離では相当の収穫が期

待できる。 しカか込しP とれを剖オ本よ乎の I巾Iドi 央却士地也，(岱1作?の，1[:浪盟野叩Í'μLリI地山方のf市n作t消:

Jよ1:うに制正向:di川成成命長は劣つているが， 肥 yた~f.成皮二長L民毛の方は樹高lほ壬ど E乏去t主ミがみられな νい、。 また-'1'''均!J主長量は

'rirR1Jfý地方の A 等地の 19 "1ミ 11*林水 9.3m3，主刷林木 13.0m'1 よりも劣るが，同地方の

B 等地 22 年日で 8.1m己主間林木 l 1. 2m3 と近似の成長である。またとれは中島博士の軽

川地方カラマツ林牧穫去の I 等地の 28 年生主林木 8.6m3 I乙近い。海霧地帯でも風街区を除

けば成長は不良でなしただ樹高成長に沿いて後年の減退が多少みられるようである。

主;日要:

i) 海霧の吹き街る海岸に近い丘陵のカラマツ林はきわめて不良で、あるが， 海岸から 4km

以上難れ，ととに前方が樹林帯や地11ヨによって保護されている何所ではかなりよい成長が期待

で・きる。
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ii) 防みのF1 11句を~J'cね経済的に経営できるカラマツ林で、は中1((栽後 20 年目で、千均径 16.8cm ，

平均高 13.6m，千j:;.，)成長量 8.1m" を期待できる。

iii) ìM)~どから 4km 以 J-の地帯で、はカラマツの耕地)Sjj霧林・屋敷林もかなりよい成長とな

っているので，十勝地方の耕地防風林のように ，i'W:孫地帯の営践には耕地のIl\Jに適当なカラマ

ツの IS}j湯林*Itjの千'J'f倒的主1成がのぞましい。

S 6. 海霧地帯のトドマツ植栽林

1) t-fri-議地帯のトドマツ十1((栽林と/くZB林の概況

?持拡地帯のトドマツ Xjfk林としては ， iKìW~析ならびに{QJ11路国有林， J副主;立有林な ë' ， ÿílfJ孝二奇

りの地帯に広大な森林がみられるが， トドマツの人工林の例は乏しい。」ぐ!三洋岸の悔湯地帯の

トドマツ浩林地として午、\~[ì:すべきは，十条製紙会社(秋 111 オ玉村当時中l倒却の大 1 1: 8 年fI!(えの一

団地と浜1/ 1村の松村氏のった 11: 15 "1市[えの屋敷林と，奥行引の山崎氏の J::'I I: 10 勾三植えの屋敷

林がある。ついで ， J~;:J若林i努買の大 11:: 15 "ド，昭和12 ， 3 "1三植え，必よびp がも rll村の国千{林の

111'{手116 ， 7 1，ドMえの有((栽林がある。とれらのうち，民有林は畑地としておi転整地していた1f'，1所

に航えたもので，初期は笹，雑平の被圧をとうむるととなく， Nim も少なしょく hl(:立し，一

般に立木栴!立が大となっている。 とれらのj;iE林地は;樹立から 3~7km て1也形的に比較i'1'~風情

の少ない立地にたっているので，とれによって海孫地"作一円のトドマツの収穫去とするととは

過えな飢となるので， ~hf~炉点の吹き当る p 条件の思い立地i亡柏えた叫合を恕定して r 落石 l正

伎の国有林のトドマツノ〈然材、の成長を調査し，丘陵íjíjniîの海湯の吹きつける地帯のトドマツの

成長不良なものを C 等地とし， IlíU己の植栽林を A 等地とし， B;.!在地は両 x-の 1mの丘陵地帯

として~t I-j;r した。

2) トドマツ布i'i末主J本の1本ÿ~~

i) }jlj 当究十条:製紙のトドマツ航栽林: jjl]当賀駅から北に 4km 材， �%Ul! 25 m の位世

にある大 11: 8 1，同1((栽の 34 /'I~~tの材Lである。 ).(JF-ÿ刊 ;2から 7km 離れ，かつ校卒:jj~ と佐'It1~とによ

って揺と風がかなり p}jがれている。オーツク ìfi岸からは 4km 内外であるがp 国千{，j;木によって

この }jTJ'iîの議も松平11 されている。 F火川木村会社はとの地帯iこ製材 U誌を持って大則投ーな前伐運

営をしτいたがp 大11三 8 年祈伐事業が経って工場を引揚げるさいに，従業日が耕作していた畑

i也一円に養成ーした山首を植えたものでp との地区としては珍らしい p みごとな人工林となって

いる。以上の沿革から笹.~~普に造林したも乃と異左って F 始めからよい成長をしてきたのと 3

パ方形に読に植栽したのでイ1'1" :4三第一回Ifn伐をしたがp それまではかなり立木度が密であった。

土壌は落葉粗時植厨が1.6cm，との下に 17cm の A)'設があり，上方 5cm は菌根の居が

発注してネ、し全府きわめて膨軟な晴樹色の壌土，ついで茨賀補色の組砂ゃ*IH燥をふくむ壌土

が 50cm の居厚にあり，ついで黄禍色の火山砂に古む砂壌土となっている。根の最多肢は 20
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cm ， 11之i~~は 55cm である。林I~ミはトドマツのtH，-Niが常生し， !.(\}JJfとイチヤクソウ主11など均値

江戸本が放生しp 秋季はチチグケ・ムラサキチチダケ・ハイイロシメジ・コベニダケ・アカモミ

グケなどいろいろのキノコが多数生じている(第 10 関参!!の。

松準i也 A は 34 1， 1三生の林分で，第 34 去のように11何日司直径 6~28 cm , 11'-1勾 17.3 cm , 高

さ 12.5m ， 1 ha 当り 2020 本， 339 m 3, ""1"'-均成長量 10m3 となっている。本林は従来日\J伐

が辺れていたもので，昨年本数の問主IJ.~~のIf IJ伐を行った。との林分の成長経過を樹幹IfJl'肝によ

って示せばtr~ 41 去のごとくである(第 8， 9 i宮参!!(O 。

411i準地 B は海J-i~から 6.4 km の地l:Î.にみられ，前7í'より風の吹き何る丘陵l乙位している。

天然生二次林に接して訟り ， j，ïJ1， 1三次の中IfI栽であるが納付け当時の状態はI許~.1fのような1.[1)ではな

かったと品われる。

土壌は前おーと大道がなく，ネIf[生はシラネワラピ・ミヤマワラ 1:' ，その他i委生な'，9itlf[了JE本がJlï

第 34 茨別当賀のトドマヅ人工林

(十条製紙会社所有林)

大lE 8 iド植

ili[栽後 34 .1手目

樹高|十
(m)! 下

6.2 

7.9 

9.2 

10.3 

11.3 

12.0 

12.7 

13.2 

13.6 

13.9 

14.3 

14.6 

A 

ヲ00

4

2

3

3

3

5

0

4

0

5

2

1

1

 

フ
-
A
A
K
υ
q
υ
1
l

13.3 

1

3

6

5

9

4

3

4

7

2

 

2
q
u
5
4
1
l
 

I 195 

13.8 

10.0 

1950 

179.3 

第 35 表奥行臼のトドマツ人工林

(山崎藤(乍氏所有屋敷林)

大正 8 年値

j'~白栽後 34 年目

標準地番号 A

国 積附 250

目旬開径 |14mF! 本数 本数
8 9.7 

10 10.9 

12 11. 9 

14 12.8 

16 13.5 

18 14.0 

20 14.5 

22 14.9 

24 15.3 

26 15.6 2 

28 15.9 1 

30 16.1 1 1 

計 I 81 86 

平均直径 (cm) , 15.5 14.2 

平均樹高 (m) I 13.4: 12.9 

l h 当り本数 3240 3440 

1ha 当り幹材積凶) 1 4927 406.0 

B 

250 

4

2

0

1

4

5

8

3

 

1

1

1

1

1

 

4

4

0

9

9

0

5

2

2

 

1

2

1

1

 

B 

1∞o 

数 lvi 木数
3.9 

5.5 

7.0 

8.2 

9.2 

10.0 

10.7 

11.3 

11.8 

12~2 
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めている。!州民j[Ü径 4~22cm， ~I三均 13.8 cm , ;f:j さ 10.0m ， 1ha 当り 1950 ;1二， 179m3, 

.LF..J:~Jhl(‘長室 5.3mおとなっている。

ii) Jj'~1 jf 1のトドマツ林: 奥行FL駅より 0.2km の位世にるる山 111な氏の足数林で，大[1:::

8 年干I{( えの中!日栽後 34 :与を程た 0.3ha ほどの林分で，ネu'[栽後まだH\J fえしていないので立木治E

度はきわめて大で、ある。オーツク ~rj7主より 4km 強の距離に主うり， rJ日々 jlyrJ'IÎIこ松奈1・している。

太21-'、下向~~より気象条1'1'が良好で， J::IJ~も虫色の肉植にすこぶる ?;fむ Al 肢がJ~j: < J 34cm の!母

!以で， 以下Ifg'Jを初色の火山1).ミ~(Tの帝111砂傑を合む底ニf:で， 根も 80cm までj去してゐ i) ，土地条

件が良好で，林!ぷはミヤコザサが11土生している。ユ'J:木神，:[主ーがきわめてたであるがp 成長は良灯

で刷正:j直径 8~30 cm , ~1'- l"~J怪 14.9 cm，手:j さ 13.2m ， 1 ha 当 1) 2783 木， 374mう 11;'均成

長宣 11m' となっている。 本林は H\JfJ(:iJ~辺れているので，劣却水を川{比すれば+.とj径 18

cm , 1ha 当り 1760 本となし まだ ι木!立が怖である。との成長湿地は第 41 夫に示される

(第 12 図参!!日)。

iii) 浜rjtのトドマツ林: iJç.rjt駅より 100m ， i保持f よ ì) 4km，市h'li 70 m Jコ松村氏の大

正 15 "I'M え 27 :1.1'を経た尾敷材、で‘ある。前方に 60m 師の樹林帯があり，やや」ヒrÚÎlζ絞訓し

ているので}.!]]1日付は多少弟愛平11 さ i している。 トドマツを主とし，エゾマツをと出じて 12作1.111にが[えた

もので， 0.3ha ほどの者?状の干I![~友利三で、ある。 i:~，Jぷはほとんど下_('111..がないほどlf~1羽している。

土壌は1'llí1i;f航が 1.5cm で，第 11廷は 14cm ， 上方 9cm が防ネIf[にすとぶる 'i:; t: JJ与軟なお(L壊

二L 下方 5cm は;火J' r色の杭状の火山次で，第 1 居は 27cm で， JZ:色の壊二f:， 以下貨制色の

壊二f:に推移している。

との林分。は本数でトドマツ 85%，エゾマツ 15% の i品交ý合である。 IJ何百二;j也径 4~24cm ，

11;'立J笹 14.8 cm , ;f:j さ 10.6m ， lha 当リ 20(:;0イら 225mぺザーιJ成長主 8.3m3 となってい

る。すなわち泌~;-~-:から近いので村飴も前者よりやや劣っている。との林も lí\Jf主がJ!iれているの

で，庇圧水を除けば千1~:J径 16 cm , 1 ha 当り 1750 本となる(第 13 図参JEt) 。

iv) ず占 (^-J EfI千f材tのトドマツ材く: ヲ\'Ú^す国千iß}jJ_mt材:のトドマツ i:~;i主主守内駅より 2.5km，す

なわち約九とより 8km，高官Î 40m の{立世にあり，昭和16 "1三に有明えした 22 "1'生の林で ， fi]1~:五

的にナラの天然木が卜~11iに散生している。

土壊は前記茶内国有林のカラマツの林に準歩る。 成績のよい箇所は王子よfJ径 9.6cm，高さ

7.0m ， lha 当り 24CO 本， 96m3，三F.均成長量 4.4 m3 となっている。成績中庸区は平均径

8.1 cm , [i'ij さ 6.2m ， 1 ha 当り 2560 本， 66m九平均成長量 3.0m3 で p 成績不良区はナラ

の天部林の庇蔭もあって，向上 7.2cm ， 5.8m , 2120 本， 42 .4 m九1.9m3 となっている。

前記民有林の場合は居敷の周囲の畑地に植えたもので充分に撫育管理のできたものであるがp

一般に林地に植えた場合の牧穫としては本成績の上~中がほぼ基準を示すものといえよう。

v) 厚岸のトドマツ林: 厚岸道有林のトドマツ林は 3 ， 4 林班に昭和 2 ， 3 ~..I亡植えた



茶内のトドマツ人工林

(国有防風林)

昭和16 年楠

楠栽後 22 年目
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第 36 ヨミ

標準地番号 I A I B I c 

国 積州 250 I 250 250 

絢昨 1mF| 本数 i 本数|本
4 4.0 4 5 3 

6 5.1 4 16 11 

8 6.2 10 19 26 

10 7.1 16 8 14 

12 8.1 19 5 8 

14 9.0 5 - 2 

16 9.9 I 2 I -

計 I 60 I 53 I 64 

平均直径(叫 9.6 I 7.2 8.1 

平均樹高 (m) 7.0 5.8 I 6.2 

1 ha 当り本数 I 24∞ 2120 I 2560 

lha 当り材積州 I 95 ・ 9 I 42.4 I 66.4 

数

計

2

7

7

5

9

3

1

5

9

5

3

 

1

3

3

4

3

1

 

浜中のトドマツ人工林

(エゾマツ混交)

(松村氏所有屋敷林)

面積=1000 m2 

大正 15 年楠

植栽後 27 年目

胸高直径 l 樹.高 1 1.. 1..'寸吋 I~ ザマ.， 1
(cm) (m) 1" 可ノ 1-' 、， 1 

4lul 2|-i  

6 5.5 7 

8 7.2 5 

10 8.4 12 

12 9.4 33 

14 10.3 30 

16 11.1 33 

18 11.7 31 

20 12.1 18 

22 12.5 5 I 

24 I 12.8 i 3 I 

言 l' I 179! 27 206 

平均直径 (cm) 14.8 

平均樹高 (m) I 10.6 

1 ha 当り本数 2060

lha 当り幹材領側) I 224.9 

2

3

6

3

8

4

1

 

との地帯は.:!F"坦に近いず?土也で毛足ijI;地 A ， B は沢加の門I也なので海J~~さから 2~3主1~料i 也であり，

km 弱， i�":jl't-i 80~95 m の距離に過ぎないが風は比較的綬平11 されている。子五は沢i亡沿うて f)3入

してくるので、移の影響の相当あるととは樹皮に附ポ-している蘇;十日J'iやサルノオガセによっても

海岸に近いので樹高成長は必やしも良好との地域の主主林地は肥大fえ長はよいがpしられる。

でない。現花火のような成長状態にある。ネJIJ準地Ar士制裁後 25 0 1ミ生でよ1'-!bJ窪 19.1 cm , t:j さ

290m九平均成長量 8.8m" となってゐ 1) ，椋t1主地 B はが[栽後1ha 当り 992 *, 13.0m , 

26 年生で"'I'-J:~J径 15.1 cm，千l[Jf，';j 9.7 m , 1 ha 当り 1717 本， 178 m 3 , -'1叫J成長量 6.8m3

道千了林課の調査した大正 15以上はとくに成育良好な箇所の訓杢例であるがpとなっている。

1ha 当り 1035 /f'し 63年植えの活林士也では 27 年生林分で、胸高直径 12.6cm，高さ 7.6m ，

もっともとの古林地は疎立しているので， 成育室[liJか

らみればとの 2 倍の本数が立ちうる計算となるので 1 h8. 当り 4.6m3 の成長量は期待できよ

m3，千均成長量 2.3m3 となっ℃いる。

つ。

屋敷内のトドマツ並木

との他に列状ないし単木的に屋敷内 l亡耐えられている例としては前記奥行日の山崎氏の門前

vi) 



8 7.0 1 

10 9.0 1 

12 10.8 2 

14 11.8 1 

12.5 7 16 . 

12.9 18 
18 

3.2 16 
20 i 

13.4 9 
22 

フ4 13.5 6 

つ6 13.6 3 

30 13.8 1 •-

計 65 13 102 1 

直径 (cm) 19.1 14.8 

樹高 (m) 13.0 9.6 

|本数 982 1700 

1 ha当り! 一一一←ー÷← 一一
|幹材積 (m3) 1 210.0 1 1九 4

1 本数 1178 1717 

合計 l一一一一一一一一「
l 幹材積 (m3) I 219.5 177.6 

要 | その他の樹種はキハダ，アカダモp ハシ l その他の樹極はさズナラ
| ドイ，ハリギリ， γ チダモ l 
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第 38 表 厚岸のトドマツ人工林(道有林)

A=昭和 3 年楠z植栽後 25 年目

B=昭和 2 年楠=植栽後 26 竿目

標準地

林

面積

胸高直径 i
(cm) 

6 

番号!
班|

(m2) I 

樹高
(m) 

A 

3, tこ

662 

トドマツ|その他 樹高
(m) 

7 

2 7.0 

7.8 

8.6 

9.4 

10.0 

10.6 

11.0 

11.4 

11.7 

2 

平均

が1

-261 

その他

7

8

4

4

7

6

1

L

4

 

1

2

1

1

1

 

第 39 表 厚岸道有林のトドマ γ林 (3~4 林班)

大正 15 年植 植栽後 27 年目 400m2 

Prot No. ? 3 4 5 平均

傾 斜 5 5 5 5 5 5 

方 イ立 SE SE SE SE SE SE 

本 数 54 49 38 38 27 41 

直 径 (cm) 13.6 13.1 11.5 11.0 13.4 12.6 

樹 高 (m) 8.3 8.1 6.8 6.6 8.2 7.6 

材 積 (m3) 4.196 2.842 1.831 1.643 1.987 2.500 

胸高断面積計 (m2) 0.846 0.691 0.436 0.391 0.402 0.553 

キ支 1マ 高 (m) 2.8 3.2 2.0 2.0 2.5 2.5 

摘要: 道有林課調査
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第 40 表 落石海岸?台地のトドマツ天然林の成長

(海岸から 0.3~2.5kni の距隊)

i'-f. れ'1 高 成 長 (m) 

現リ 値 計算値

令
3 4 5 7 日 9 B C 

10 0.8 0.8 0.5 0.4 1.0 1.1 1.1 

15 1.5 1.8.1 1.2 1.5 1.2 1.3 1.6 2.4 3.3 

20 1.9 3.1 2.4 2.5 1.8 2.1 4.1 4.1 5.3 4.4 3.1 

25 2.3 4.4 3.7 3.6 4.1 2.8 5.3 6.6 7.7 6.0 4.4 

30 2.8 5.6 4.7 4.8 5.8 4.3 7.3 8.9 9.5 7.7 5.7 

35 3.2 6.4 5.6 6.3 7.1 6.3 9.3 10.3 10.6 ヲ .3 6.9 

40 3.9 7.2 6.5 7.6 8.0 7.9 11.7 11.6 11.8 10.8 8.2 

45 4.7 7.6 7.3 8.5 8.9 9.3 12.5 12.5 13.1 12.2 9.3 

50 5.4 7.9' 8.2 9.3 9.7 10.0 13.3 13.4 14.7 13.4 10.4 

55 5.9 8.2 9.1 10.3 10.3 10.7 14.7 15.0 14.5 11.3 

60 6.5 8.4 9.9 10.8 11.2 11.5 14.9 15.4 15.6 12.2 

65 7.0 11.0 11.2 12.3 16.5 13.1 

70 7.5 13.0 17.4 13.8 

75 8.0 13.7 18.1 14.5 

80 8.7 

85 9.2 

90 9.6 

i陶 T日~ 直 f歪 成 長 (cm) 

15 0.8 1.0 2.4 2.9 4.0 3.0 

20 1.8 2.8 I 2.3 3.4 1.8 0.9 4.7 6.3 7.1 5.4 3.8 

25 3.1 5.6 1 3~9 5.7 4.1 2.0 7.1 8.9 9.7 7.8 5.8 

30 4.7 7.3 5.1 7.7 5.6 4.8 10.3 11.9 11.7 10.4 7.8 

35 6.6 8.8 , 6.3 9.4 7.6 7.9 13.1 14.0 13.1 12.8 9.8 

40 8.4 10.0 1 7.2 11.0 9.2 10.1 15.6 16.4 15.6 15.1 11.8 

45 10.1 11.0 8.0 12.5 10.9 11.4 17.8 18.7 17.5 17.4 13.8 

50 11.7 14.1 12.6 12.2 19.8 19.7 19.1 19.5 15.6 

55 13.1 12.5 I 11.4 15.3 13.5 13.1 21.0 20.5 21.5 17.3 

60 14.3 12.8 I 13.4 16.1 14.6 14.2 21.9 21.5 23.4 19.0 

65 14.9 16.5 15.4 25.2 20.5 

70 16.4 16.9 26.8 21.9 

75 17.0 17.8 28.4 23.3 

80 17.7 

85 18.3 

90 � 9.1 

摘要: 収穫表は防霧林であるとともに経治林宏兼ねたものとしたので，突測値 l ・ 2 ・ 3 号のよ

ろに風街に直面する特殊のものはrS;R\' 、た。

のトドマツが明治 45 !cf-植えで

る (2F~ 11 図参加)。
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また太間余!の禅寺の境内の 東側に植えている 38 年経たトドマツの 列状の並木が胸高直径

1O~38 cm , -'F.:fi，J径 25.8 cm，高さ 14.6m となっている 。

根室町明治牧場事務所の庭K植栽後約 32 年を経た ト ドマツの数本の木立がある 。 胸高直径

12~ 18cm，平均 15cm， 高 さ 8m である。本林の周縁の前速の不成粒=の カラマツよりも成

長がよい。

とれらの成績から海霧地帯の トドマツ人工林の成長がう かがわれる 。

3) トドマツ植栽林のJf1c穫表

海霧地帯の植栽林は海岸lと近い風街地帯を除けばがいして成長良好でp か友り の収穫量を期

待できる。海霧地帯の土地の利 ~fJ区分をたてるのに ， トドマツ林の~文穫基準を示す表が必要な

ので，僅かな資料ではあるがp 樹幹解析木の成長を数式で‘平滑化し，また海岸に近い海霧の強

〈吹きあたる と とろは第 40 表の天然林の調査動防に基いて，地位を 3 等級に区分した。 前記

の調査地は多くは A ~~~地に は いるが， 落石の海岸から 2~3 km の丘陵の トド マ ツ林は B， C 

等地に属する(昭和~ 24 年度札幌支場講演集参!!の 。

樹高，胸高直径成長の式による算出値は実測値と大差がないので， 各今二次の 中央径， 中央高

第 41 表 トドマツ林の成長 (A)

調査地 厚岸 |厚岸 l 奥行臼 i 奥行臼別当賀浜中 l 茶内 | 茶内 | 茶内|

樹令 28 I 29 I 37 42 I 37 I 32 I 25 I 23 24 I 

年 l 樹高成長 (m)

令 1 実測値 | 突同実糊 | 実測値 | 実糊 | 実測値 | 実測値 | 実測値 !実同筆明計費値
5 0.6 0.5 0.3 0.3 0.3 0.3 0.6 0.6 0.6 0.5 

10 2.6 1.7 1.7 1.7 1.7 1.0 2.2 2.0 1.9 1.9 

15 7.3 4.3 4.0 3.0 3.8 2.5 3.6 3.1 3.3 4.0 3.9 

20 9.3 7.3 6.8 6.8 6.1 5.2 5.3 4.9 5.3 6.3 6.1 

9.8 8.9 9.3 8.1 7.7 7.4 (6.0) (7.5) 8.9 8.3 

30 I (12.6) ( 10.8) 10.9 12.5 10.3 9.8 10.3 10.5 

35 13.3 13.9 12.3 (10.9) 12.8 12.5 

40 一 I (14.2) 14.7 (1.33) I 14.3 

胸 高 直 (cm) 長径 成

0.5 

4.4 

7.3 

10.4 

12.7 

25 

30 

35 15.8 

(17.0) 

I 17.5 

40 

皮付 1 8 . 7 16.8 

0.9 

3.2 

8.0 

12.6 

16.3 

18.0 

19.2 

1.8 

4.4 

6.5 

9.8 

1 ・~ I 1~ 
3.9 I 4.6 

6.7 I 7.9 

(8.8) I 11.7 

13.1 

15.1 

1.3 

4.2 

7.3 

10.5 

13.6 

16.6 

19.4 

0.8 

4.2 3.5 

6.8 7.6 

9.3 1 11.6 

12.0 I 14.5 

14.3 I (15.8) I 

( 15.2) 

2.0 

3.6 

5.7 

(7. 1) 

16.0 16.9 10.2 7.6 

‘ 
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トドマツ人工林の胸高樹幹形数第 43 表(B) トドマ ツ林の成長第 42 表

計算値

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

 

I

l

l

i

-

-

0.884 

0.729 

0.646 

0.600 

0.575 

0.560 

0.551 

0.545 

0.541 

0.538 

0.535 

0.532 

0.529 

0.527 

樹高
(m) 句評 | 計算儲 1

4 0.629 

6 0.584 

8 0.562 

10 0.549 

12 0.541 

14 0.534 

16 0.528 

18 0.522 

20 0.516 

22 0.510 

24 0.505 

26 0.499 

28 0.494 

30 0.488 

厚岸道有林

樹
高
成
長

6.0 

7.7 

9.3 

5.8 

7.5 

R
d

n
U
E
J

円
U

に
d

円
υ

1

1

2

2

3

 

直径対胸高樹幹形数の式

FD=0 . 572ー 0 . 0028D 十 0 . 3882e- o 臼32D

樹高対胸高樹幹形数の式
Fn=O. 563-0. 0024H +0. 6107e- o . 臼llH

主砲

要

7.8 

10.4 

12.8 

12.7 

9.5 

12.1 

5

0

5

0

5

0

 

1
L
1

』

フ
-
q
4
q
υ

(m) 

胸
高

直
径
成
長

• 

主副林木合計

1 ha 当り

: I 成 長孟
積
(m3) 

海軍草地帯の トドマツ林収穫表 (A等地)

* 凶竺竺
当 り I 1 ha 当り

連年 ! 平均

im3) I (m3) 

幹

材

積
数 I (m3) 

本

ha 

(怠) l r lv
量長成

第 44 表

L 一 三 一竺
平 均 I 1 

胸樹 | 本
高 l

産 | 高
(cm) (m) 

1不

(年)

5 

10 I 4.6 

15 I 7.8 

20 11.0 

25 14.2 

30 I 17.2 

35 20.1 

40 22.9 

45 I 25.4 

50 27.7 

55 I 29.9 

60 31. 9 

65 I 33.9 

70 I 35.7 

摘要 |

数

令

7.4 

9.9 

11.7 

13.0 

13.4 

14.5 

14.8 

15.0 

15.0 

15.0 

14.8 

19.8 

20.8 

20.9 

20.2 

19.3 

17.5 

16.6 

15.6 

14.5 

13.1 

147 

246 

350 

455 

556 

652 

739 

822 

900 

973 

1038 

5

7

8

9

6

5

4

3

2

0

 

q
u
q
u
q
u
q
u
q
u
q
u
q
u
q
u
q
d
q
d
 

763 

453 

293 

210 

146 

112 

82 

69 

57 

48 

7.4 

8.7 

9.3 

9.9 

10.2 

10.4 

10.4 

10.3 

10.2 

10.1 

9.8 

12.8 

13.4 

13.3 

12.4 

11.9 

10.5 

9.8 

8.0 

8.1 

7.1 

147 

211 

278 

345 

407 

466 

519 

568 

613 

653 

689 

2842 

2079 

1626 

1333 

1123 

977 

865 

783 

714 

657 

609 

3.9 

6.1 

8.3 

10.5 

12.5 

14.3 

15.9 

¥7.4 

18.6 

19.8 

20.8 

2t.7 

22.6 

• 

林令は楠栽後の年次
14230 

N=38332D- 1. 3 Zl5+ ーゴゴ一一 1531 ha 当り主林木本数の式
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とするために次の よう友式をfIjいたω

H)[= 1.1249H--U.u7 DM ニ 1.138D-o . U3374

IJ何言i形数は道有林説で調査した資料と当研究室で、樹!:~~解折ーした資料とによって図上rlt!線を

さらにとれを数式で"1三十削じすれば第 43 表のように現行材積表よりは小なる値となる 。

1 ha 当り主林木本数は民有林の耕地に植えた林分で、は桁となっている 。

画き，

第 45 表 トドマツ林の収穫表 ( B等地)

林 木 副林木 主副林木合計

1 ha 当り 1 ha 当り 1 ha 当り

! 幹 成長冠 木幹斡 !成長 量
| 材 l一一一 材 材 i ーで寸一一一

| 積 i 連年平均数積 積 I ~ 年 l 平 均
(m3) (m3) (m3) (本) (m3) (m3) 1 (凶) (凶)

国 ・ 道有林の林地植

5 

1匂

林

ヌk

数
(本)

平

胸樹
高
了直 . 

径 l 高
(cm) (m) 

7.8 6.0 

10.4 7.7 

12.8 9.3 

15.1 10.8 

17.4 12.2 

19.5 13.4 

21.5 14.5 

23.4 15.6 

25.2 I 16.5 

26.8 I 17.4 

28.4 18.1 

令

年

6.3 

7.3 

8.1 

8.6 

9.0 

9.3 

9.5 

9.6 

9.6 

13.4 

13.6 

13.2 

12.7 

12.0 

11.6 

10.5 

9.7 

187 

254 

322 

389 
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512 
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671 

4
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6.7 

6.7 
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8.6 
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7.8 
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5.5 
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海窃地帯のトドマツ林の収穫表 ( C等地)

木 副林木 主副林木 合計

当り 1 ha 当り 1 ha 当り

成長量 本幹幹 | 成長
材 材 |一一一一丁

積 積 i 連年 1 平 均
(m3) (m3) (m3) I (m3) 

量

数
(本)

平均

(m3) 

林

1 ha 

1 幹

材

積 | 連年
(m3) 1 (m3) 

第 46 茨

本

数
(本)

1封
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林

令

102 I ~ ~ 3.4 
7.9 

141 ~ . 4.0 
8.4 I 

183 , n n I 4.6 
8.3 I 
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栽したものは比較的政立状態にるるので，とれらを勘案して第 44 去の数式を川いて胸高直径

の関数とした木数を求めた。

i基樹で， 生育l亡陽光と温度と養料とを要求するととの少左いト ドマツは海縁地帯でも成長が

旺盛で・， A等地では主林木は 46 年目で平均成長量 10 .4 m3，さらに1m伐木も集約K手Im J する

も の とすれば，主高IJ林木古 l 'の平均成長量は例年で 15.0m3 を1切符で、きる。

B 等地では主林木で 60 年自に 6.7m3，主日IJ林木計で 70 年目に 9.6m九 C 等地では主林

木で 67 年同 に 4.7m3 の平均成長量と友る。

トドマツ ;ÍI回以木は単位jl![j積当り収穫量が大友る点からとの地方の営一段の 中 I'L Ni到地帯，とく

に北面傾斜地などはトドマツの植栽林として林業的Jlt穫をあげるように努むべきである。 また

耕地防霧林として列状K植栽されているトドマツもかなり よ い成長をしているので，今後農耕

地の 中 1'L 2 列~5 列植えの防霧林網を適当の lil Jl(雨 i亡遺成していく場合にはカ ラ マツとともにひ

ろく 植栽される樹種となろう。

抑j 要:

i) トドマツ植栽林は海岸から 4km 以上離れた立地条件のよ い{品川?に多しととに民有林

では農耕地K和え，充分な撫育管玉虫をしてきたもので，成長が良好で、ある。

ii) 海霧地帯一円の トドマツ林の 収穫表を作るため 3 落石丘陵の風街地帯の天然林の も の

を C 等地と し， 前記中jl'f栽林の大部分を A 等地とすれば 30 年目の林介の高さは C ， B , A 等

地の/i聞に 6.9 ， 9.3 , 12.5 m と 左札 1 ha 当 り主林木最大平井j成長童は 4.7 ， 6.7, 10.4m3 

と友る 。

iii) トドマツは列状に植えた屋敷林友いし耕地防霧林でも相当の成長を期待で きるので ，

今後農耕地の1U1l亡適当な防霧林網を造成していく場合にはカラマ ツとともに広〈柄栽される位j

f:i.Tlと 友ろ う。

第 3 図 〆ケ カ ンパ林

(ミヤコザサ優占区)

厚床国有林防風林
24 年生林分

第4 図 ヤチハシノキ林

(ミ ヤコザサ優占区)

浜中村民有林
36 年生林分

第 5 図 ヤ チハシ ノキ林

(イワ ノガリヤス優占区)

厚床国有林
40 年生林分
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第 6 図 カラマツ屋政林

奥行円の山崎氏の

34 年生林分

第 9図向上

第 7 図 カラマツ欽d道

防雪林

尾幌， 33 年生林分

第 10 図向上

稚前と秋季のシメジ，

ハツダヶ績の発生状態

第 12 図 向上のトドマツ

梢栽林
(大正 8 年梢1

第 8 図別当貨のト ドマ

ツ植栽林

大正 8 年植 A等地

第 11 図奥行日の山崎
氏のトドマツ

屋敷林
(門前のトドマツ[工明治

45 年楠のもの)

第 13 図浜中村の松村氏の
トドマツ植栽林

(大正 15 年植)
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結

1) 太田村の 45 年生の広葉樹二次林について防霧指数をみる に ， 林分高は比較的低いが，

林相の偏差が大でp 林冠に凹凸があ り， 葉の表面Û~が単位林地面積の 7 . 2 1去 と 友るので，風を

撹乱し， 霧を捕捉しやすい構造と恋ってい る。

2) ì断易地帯の広英雄に弐林の経営の基準としてJ炊穫表を作れば， カパ林では霧の吹きつけ

る前方から後方にむかつて p 地位を C ， B, A とすれば， 30 年生の平均高はそれぞれ， 8. 5 , 

11 .6 , 14.7m と左り，また 1ha 当 り 主林木の最大平均成長量は l. 8 ， 2.7, 3 . 8m3 と 友つ

ている。

3) 糊創立河川の低地lと沿うて奥地lて侵入するので，州必低地Kは ヤチハ ン ノキの珪422

必要とする。 霧の吹きつける泥茨地のヤチハンノキ林の 30 (， 1三生の千均高は 7.8m ， 主林木の

千均成長量は l. 8 m3 Iて過ぎ友いが， 後方のj車問地では同生|三で 9.8 m ， 3 . 2 1τ13 と 友る。

4) 海霧地帯の広葉樹二失林の下車は放牧に利用で、き ， とれらはミ ヤコ ザ ザーを主とし ， イワ

ノガリヤス，ヒ ラ ギ シスゲを従とするが， 適正に管迎すれば 1 ha 当 り 40 頭以上の牛馬をJ炊

養できる。

5) 海霧地帯の ト ド マツ林の~)(穫表を作れば，霧の吹きつける前方か ら後方に向って地位を

C , B, A 等地に分ければ， 30 年目の高さ は 6.9 ， 9.3 , 12.5 m と えJ: b ， 主林木の {最大平均

成長量は 4 . 7 ， 6.7 , 1O .4 m3 と 走る。 .

6) 海霧地帯?の カ ラ マツ林の牧穫表については現ヂEの人工林は比較的成育条件の よい箇所に

あ るが， 20 年臼で高さ 13.6m，主材吋くの最大平均成長量 8.1m3 となっている。

7) 泌該地帯の森林は択伐作業を趨当 とするが， WJ芽力の弱い， I場。|生左カパ林などには帯状

の i1ír吏作業をとり， 地J存えには放牧を利用すべきであ る。

9) 均弱地帯の広葉樹ニチく林の伐一期は主として牧穫量や結実や崩u.~性に よ って、決められ， 保

安 日的のためにその経済生産を阻害する ととのないように研究すべきでるる。

10) 海霧地帯の列状植栽のカラマツ ・ ト ドマツの成長は良好友ので，今後との地方の営農

にはとれらの樹極の泊当窓耕地防霧林綱の積極的治成が望ましい。
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R駸um� 

1) The secondary broad leafed 45 year forest belts of Ohta-mura are 
suitable interceptors of fog. 

Taking stock of its value as a fog-break, it was revealed that though the 
height of the forest is rather on the lower side, the standard deviation of stock 
is high. And with irregular canopies and with a surface area 7.2 times greater 
than that of a given ground area conditions were as such to alter air cuη巴nts

considerably and to arrest the advance of fogs. 

2) To standardize management of broad leafed secondary forests in sea-fog 
districts, the following yield table is suggested. 1n birch forests , facing the 

direction of fogs from front to rear with ranking points C , B, A, the average 
height of 30 year growth are 8.5, 11.6, 14.7 m_ respectively. Moreover the mean 
annual growth of the predominating trees is 1.8 , 2.7, 3.8 m3 • per ha. 

3) As sea-fogs have a tendency to creep through the low lands along the 
course of river beds upstream and infiltrate the interior, alder forests should be 
planted in these low land. 

1n peat bogs where sea fogs are prominent , the average height of 30 year 

growths of alder is 7.8 m. and though the mean annual growth of the predomiｭ
nant trees per ha. is a mer 1.8 m3

• corresponding figur巴s in the rear are 9.8 m. 
and 3.2m.3_ 

4) The undergTowth of broad leafed secondary forests in sea-fog areas 
are suitable for pasture and if proper1y managed, there is a sufficient amount 
of fodder for aproximately 40 head of horse or cattle per ha_ 

5) 1n Todo-fir-forests in sea-fog districts, the yield table is as follows. 
Facing .t�e direction fog from front to rear with ranking points C, B , A, the 

height at 30 years is 6.9, 9.3, 12.5 m_ respectively and the maximum mean annual 

growth of predominant trees are 4.7, 6.7, 10 .4 m3
• 

6) 1n regards to the yield table of larch forests in sea-fog districts where 
the plantations are in a relatively advantageous location to growth , the height 
at 20 years is 13.6 m. and the maximum mean annual growth of the predominant 
trees is 8.1 m3 • 

7) Though selection method is adv�"able in forests located in sea-fog 
districts, reproductive power丹 are low. It is therefore suggested that in intoleｭ
rant birch forests pregeneration method in belt strips is advisable and for 
increasing fertility in the forest f100r cattle grazing should be introduced. 




